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ははじじめめにに   
大 谷 大 学 の 門 を く ぐ り 抜 け 、 構 内 に 入 る と 尋 源 館 （ 旧 本 館 ） （ 1981

年 ま で 「 本 館 」 と 呼 ば れ 、 そ れ 以 後 は 「 尋 源 館 」 と 命 名 さ れ た ） と い う

西 洋 風 の 洒 落 た 建 物 が 目 に つ く 。 外 観 は 煉 瓦 造 で 、 棟 上 に は 塔 が 載 っ て

い る 。 誰 も が 尋 源 館 を 目 に し た 時 、 大 谷 大 学 の 歴 史 や 尋 源 館 と い う 建 物

の 魅 力 、 奥 深 さ を 感 じ 、 「 こ こ は 仏 陀 や 親 鸞 の 思 想 を 学 ぶ 仏 教 の 大 学 な

の か 」 と 感 慨 深 く 思 う こ と で あ ろ う 。  

尋 源 館 は か つ て 、 玄 関 を 入 る と 、 左 に 学 長 室 や 事 務 室 、 右 に 教 員 室 、

会 議 室 な ど が 並 び 、 ２ 階 に は 研 究 室 な ど が あ り 、 ま さ に 「 本 館 」 と 呼 ぶ

に ふ さ わ し く 大 谷 大 学 の 中 心 的 な 建 物 で あ っ た 。  

当 時 の 尋 源 館 は 今 よ り も 増 し て 威 厳 、 権 威 が あ っ た 。 学 長 室 が あ っ

た と い う こ と も 挙 げ ら れ る が 、 南 条 文 雄 、 佐 々 木 月 樵 、 西 田 幾 多 郎 、 上

田 敏 、 西 谷 啓 治 、 鈴 木 大 拙 、 荒 木 俊 馬 と い う 錚 錚 た る 教 員 が 教 壇 に 立 っ

て い た か ら で あ る 。 今 で こ そ 誰 も が 自 由 に 出 入 り し 尋 源 館 で の 授 業 を 受

け る こ と が で き る が 、 当 時 は 上 級 生 、 大 学 院 生 に な る と や っ と の こ と で

尋 源 館 で の 授 業 を 受 け る こ と が で き た の で あ る 。 尋 源 館 で の 授 業 を 受 け

る こ と は 、 自 分 が 成 長 し 、 進 級 し て い く こ と を 示 す 「 バ ロ メ ー タ ー 」 で

あ っ た 。 １  

尋 源 館 は 2008年 で 築 95年 を 迎 え る 。 95年 間 、 大 正 、 昭 和 、 平 成 と 激

動 の 時 代 を 通 し て 大 学 の 様 子 、 時 代 の 流 れ を 見 つ め な が ら 、 塔 を 仰 ぎ 見

る 幾 多 の 大 谷 大 学 の 学 生 、 教 職 員 を 暖 か く 見 守 り 続 け 、 今 日 に 至 っ て い

る 。  

尋 源 館 は 大 谷 大 学 の 歴 史 と 伝 統 を 振 り 返 り 、 真 宗 大 学 か ら 続 く 建 学

の 精 神 を 忘 れ な い た め の 重 要 な 建 物 で あ り 、 大 学 の 「 シ ン ボ ル 」 と し て

位 置 づ け ら れ て い る 。 人 々 は 、 今 日 に 至 る ま で 尋 源 館 を 愛 し 続 け 、 大 切
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に し て き た 。  

し か し な が ら 、 尋 源 館 は 、 大 谷 大 学 の シ ン ボ ル で あ る に も 関 わ ら ず 、

こ れ ま で 、 研 究 成 果 が 非 常 に 少 な く 、 踏 み 込 ん だ 研 究 が な さ れ て い な い

の が 現 状 で あ る 。 そ れ は 、 建 築 当 時 の 資 料 が 少 な く 、 当 時 の 新 聞 （ 『 京

都 日 出 新 聞 』 、 『 中 外 日 報 』 、 『 無 盡 灯 』 等 ） や 尋 源 館 の 屋 根 裏 に あ る

棟 札 に 詳 細 が 記 さ れ て い な い か ら で あ る 。  

尋 源 館 の 竣 工 か ら 95年 と い う 節 目 を 迎 え る こ の 年 に 今 後 の 尋 源 館 の

研 究 の 参 考 に な れ ば と 思 い 、 卒 業 論 文 に 尋 源 館 を 選 び 、 尋 源 館 の さ ま ざ

ま な 謎 を 解 明 し て い き た い と 思 っ た 次 第 で あ る 。  

本 論 で は 特 に 、 尋 源 館 の 立 地 条 件 、 建 築 意 匠 、 設 計 者 ・ 施 工 者 、 塔

に つ い て 明 ら か に す る 。  

 

第第１１章章   東東京京巣巣鴨鴨のの真真宗宗大大学学移移西西とと尋尋源源館館（（旧旧本本館館））   
第１節  真宗大谷大学本館の概要  

本 館 の 所 在 地 は 京 都 府 愛 宕 郡 上 賀 茂 村 字 小 山 郷 で あ る 。 当 時 市 電 の

終 点 で あ っ た 烏 丸 今 出 川 か ら 北 へ 一 望 に ひ ろ が る 洛 北 室 町 頭 の こ の 地 に 、

1912年 ６ 月 に 起 工 し 、 翌 1913年 11月 に 竣 工 し た 。  

『 無 盡 灯 』 （ 第 18巻  第 ４ 号 ） （ 1913年 ４ 月 １ 日 ） の 「 真 宗 大 谷 大 学

建 築 概 要 」 で 、 本 館 に つ い て 次 の よ う に 記 し て い る 。 ２  

本 館 ２ 階 家 建 総 煉 瓦 造 建 坪 359坪 玄 関 木 鉄 混 造 馬 車 廻 シ ヲ 設 ケ 本 館

床 面 天 井 距 離 階 上 階 下 共 各 12尺 廊 下 ハ 10尺 ５ 寸 本 館 ハ 北 方 ヲ 廊 下 ト

シ 階 下 ヲ 教 室 教 員 室 、 事 務 室 学 長 室 及 会 議 室 ニ 充 用 シ 階 上 ヲ 教 室 及

研 究 室 ト セ リ 各 室 ハ 南 又 ハ 東 方 ニ 面 セ シ ム 天 井 ハ 鼠 害 豫 防 又 ハ 防 火

用 ト シ テ 鋼 板 模 様 打 出 シ 床 ハ 米 利 堅 松 ヲ 使 用 シ 採 光 並 ニ 換 気 窓 ハ 硝

子 戸 上 ケ 落 シ 階 段 ハ 三 ヶ 所 ニ 設 ク 内 部 漆 喰 壁 塗 天 井 及 木 製
マ マ

ハ ペ ン キ
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塗 屋 根 瓦 葺 屋 根 塔 並 ニ 避 雷 針 ヲ 設 ク 樋 廻 リ 屋 上 空 気 抜 窓 被 覆 ハ 銅 版

ヲ 使 用 セ リ 外 部 煉 瓦 見 出 ト ス  

文 中 に お い て 、 「 本 館 ハ 北 方 ヲ 廊 下 ト シ … 各 室 ハ 南 又 ハ 東 方 ニ 面 セ

シ ム 」 と あ る 。 こ れ は 京 都 の 気 候 を 考 慮 し た 結 果 で あ る 。 特 に 冬 に お い

て 、 暖 か な 太 陽 の 光 が あ た る よ う に 教 室 を 南 側 や 東 側 に し 、 廊 下 を 北 側

に し て い る 。 ３ ＜ 資 料 １ － １ ＞ 又 、 真 宗 大 谷 大 学 の 寄 宿 舎 、 真 宗 大 学 の

教 場 、 寄 宿 舎 に お い て も 教 室 や 部 屋 を 南 側 に し 、 廊 下 を 北 側 に し て い る 。

＜ 資 料 １ － ２ ＞ こ の よ う な 設 計 方 法 は 、 設 計 者 の 学 生 や 教 員 に 対 す る

思 い や り が 感 じ ら れ る 。  

本 館 の 建 築 様 式 は 、 ル ネ サ ン ス 式 ４ で あ る 。 『 無 盡 灯 』 （ 第 18巻  第

４ 号 ） の 「 真 宗 大 谷 大 学 建 築 概 要 」 の 序 文 で は 、 「 建 物 ノ 様 式 ハ ル ネ サ

ン ス 式 ヲ 応 用 シ … 」 と 記 さ れ て い る 。 本 館 を 含 め 当 時 の 真 宗 大 谷 大 学 の

校 舎 （ 本 館 、 講 堂 、 貴 賓 室 閲 覧 室 、 図 書 庫 、 寄 宿 舎 、 学 生 食 堂 炊 事 場 浴

室 、 他 ） は ル ネ サ ン ス 式 を 応 用 し た 建 築 意 匠 で あ る こ と が 読 み と れ る 。  

序 文 の 後 、 各 校 舎 の 詳 細 が 記 さ れ て い る の だ が 、 講 堂 、 貴 賓 室 閲 覧

室 の 建 築 様 式 は 「 本 館 ニ 準 ス 」 と 記 さ れ て い る 。 し か し 、 図 書 庫 、 寄 宿

舎 、 学 生 食 堂 炊 事 場 浴 室 の 詳 細 欄 で は 、 建 築 様 式 は 序 文 の ル ネ サ ン ス 式

に 加 え 、 「 日 本 式 」 と 記 さ れ て い る 。 こ こ か ら わ か る こ と は 、 本 館 、 講

堂 、 貴 賓 室 閲 覧 室 の 建 築 様 式 は ル ネ サ ン ス 式 の み を 採 用 し て い る が 、 図

書 庫 、 寄 宿 舎 、 学 生 食 堂 炊 事 場 浴 室 は 、 ル ネ サ ン ス 式 と 日 本 式 を 混 合 し

た 、 「 和 洋 折 衷 式 」 の 校 舎 で あ る 。  

本 館 を は じ め と す る 校 舎 の 配 置 は 、 当 時 の 設 計 者 の 工 夫 が 見 ら れ る 。

キ ャ ン パ ス に は 「 中 心 軸 」 を 設 定 し 、 正 門 、 本 館 出 入 口 、 本 館 、 講 堂 、

図 書 庫 ・ 閲 覧 室 を 結 ぶ 渡 り 廊 下 、 南 寄 宿 舎 ・ 北 寄 宿 舎 を 結 ぶ 渡 り 廊 下 、

北 寄 宿 舎 と 食 堂 を 結 ぶ 渡 り 廊 下 が 一 直 線 上 に 正 確 に 並 ん で い る 。 校 舎 を



- 4 - 

単 に キ ャ ン パ ス の 至 る 所 に 配 置 せ ず 、 「 整 然 と し た プ ラ ン 」 の も と に キ

ャ ン パ ス 全 体 が 設 計 さ れ て い る 。 ＜ 資 料 １ － １ ＞ キ ャ ン パ ス に お い て

中 心 軸 を 設 定 し て い る 大 学 は 他 に 、 旧 京 都 帝 国 大 学 が あ る 。 同 大 学 で は 、

正 門 か ら 本 館 （ 時 計 台 ） 入 口 、 文 学 部 教 室 及 研 究 室 入 口 、 理 学 部 化 学 教

室 入 口 へ と 続 く 線 を 中 心 と し た キ ャ ン パ ス 形 成 が な さ れ て い る 。 ５ ＜ 資

料 ２ ＞  

 

第２節  建築の経緯  

大 谷 大 学 の 歴 史 は 1665年 の 東 本 願 寺 に よ る 学 寮 創 立 に は じ ま る 。 そ

の 後 、 変 遷 を 経 て 、 1896年 、 大 谷 派 の 学 問 所 で あ っ た 学 寮 は 、 そ の 学 問

体 制 と 内 容 と が 、 時 代 の 人 材 養 成 の 実 情 に 合 わ な く な っ て い た の で 、

「 真 宗 高 倉 大 学 寮 」 と 「 真 宗 大 学 」 と に 別 け ら れ 、 大 谷 派 宗 門 の 若 き 学

徒 は 真 宗 大 学 で 教 育 す る と い う 方 向 が 決 定 さ れ た 。 ６   

西 洋 文 明 、 な か で も 科 学 的 思 潮 が 流 入 し て く る な か に あ っ て 、 宗 教

的 信 念 を も つ 人 材 を 養 成 す る こ と は 至 難 で あ る け れ ど も 、 こ れ こ そ 宗 門

の 重 大 な 責 務 で あ り 、 こ れ に 宗 門 の 全 勢 力 を 投 入 す べ き で あ る と 確 信 す

る 清 沢 満 之 は 、 真 宗 大 学 を 東 京 に 移 す べ き だ と 建 言 し た 。 又 、 清 沢 は 、

常 々 若 い 学 生 の 教 育 は 自 由 進 取 の 気 に 溢 れ る 東 京 で 行 う べ き で あ る と 考

え て い た の で あ る 。 遂 に 1899年 10月 16日 、 議 制 局 会 議 に お い て 東 京 移 転

が 決 定 さ れ 、 清 沢 は そ の 任 を 当 た る こ と を 命 ぜ ら れ た 。 そ の 後 、 文 部 大

臣 に 東 京 移 転 を 認 可 さ れ 、 1901年 10月 13日 に 真 宗 大 学 開 校 式 が 東 京 の 巣

鴨 に お い て 挙 げ ら れ た 。 ７  

真 宗 大 学 の 学 風 は 、 真 宗 高 倉 大 学 寮 の 江 戸 時 代 以 来 の 伝 統 的 な 教 育

法 で あ る 安 居 を 中 心 に し て い る の に 対 し 、 浄 土 真 宗 の 名 の も と 、 職 業 的

な 僧 侶 養 成 機 関 と い う 以 上 に 、 自 由 な 雰 囲 気 の な か で 各 人 を 主 体 的 な 人
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格 と し て 育 て る こ と を 目 指 し た 。 つ ま り 、 真 宗 大 学 は 教 育 機 関 、 真 宗 高

倉 大 学 寮 は 宗 義 の 統 一 お よ び そ の 教 導 機 関 と い う 役 割 分 担 が な さ れ て 出

発 し た の で あ る 。  

し か し 、 そ の 教 育 機 関 で あ る 真 宗 大 学 の 「 学 風 」 は 、 真 宗 高 倉 大 学

寮 か ら 見 る と 「 一 宗 安 心 の 統 一 」 を お び や か す も の で あ っ た 。 学 寮 派 は 、

相 承 の 宗 義 を お ろ そ か に し て い る こ と を 嘆 き 、 真 宗 大 学 の 自 由 な 考 究 の

学 風 が 確 立 し て く る の を 目 の 当 た り に し 、 危 機 感 を 強 め た 。 「 宗 義 の 統

一 」 と い う 視 点 か ら み た と き 、 そ れ は 「 お も し ろ か ら ぬ 」 も の と な っ て

き た の で あ る 。 こ の よ う に し て 1901年 か ら 東 西 の 激 し い 対 立 が 続 く こ と

と な る 。 ８  

東 西 の 激 し い 争 い が 続 く 中 で 、 1911年 、 真 宗 大 学 の 入 学 者 が 激 増 し 、

一 学 年 だ け で も 80名 を 越 し て い た 。 一 方 で 、 学 寮 の 方 は 学 生 が 集 ま ら ず 、

卒 業 生 は わ ず か 12名 、 在 学 中 の 者 は わ ず か ７ 名 で あ っ た 。 こ の よ う な 現

状 の 中 で 、 い っ そ う の こ と 京 都 の 学 寮 を 廃 校 に し 、 東 京 の 真 宗 大 学 へ 統

一 す る と い う 案 が 出 て も お か し く な い 状 況 で あ っ た 。 し か し 、 突 如 と し

て 「 真 宗 大 学 の 京 都 移 転 」 と い う 声 が 高 ま る 。  

真 宗 大 学 の 京 都 移 転 説  

い か な る 方 面 よ り 起 こ り た る 声 か 知 ら ざ れ ど も 、 一 昨 19日 午 後 の 議

制 会 に お い て 東 京 真 宗 大 学 京 都 移 転 説 は あ ら わ れ た り 。 事 は 前 夜 深

更 よ り 運 動 を 始 め 、 某 々 二 、 三 賛 衆 の ご と き は ほ と ん ど 徹 夜 に て 賛

成 者 調 印 の 運 動 に 忙 殺 し た り 。 翌 朝 に 至 り 、 そ の ま と ま り た る 色 別

を 聞 く に 、 関 東 所 属 20名 、 関 西 所 属 30名 、 東 に も 西 に も 附 か ざ る 中

立 派 ８ 、 ９ 名 と い う 形 勢 な り し 。 実 に 突 然 の 出 来 事 の ご と く な れ ど

も 、 そ れ こ こ に 至 ら し む る ま で に は 秘 密 の 間 に 余 程 の 準 備 あ り た る

も の の ご と し 。 （ 『 中 外 日 報 』 1910年 12月 21日 ）   
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こ の 『 中 外 日 報 』 か ら 、 学 寮 派 が 真 宗 大 学 の 「 京 都 移 転 」 実 現 の た

め に 必 死 に 巻 き 返 し 工 作 を し て い た こ と が 読 み と れ る 。 こ の 急 な 決 定 に

対 し て 、 真 宗 大 学 側 は 反 発 を し 、 東 西 の 激 し い 攻 防 が 展 開 さ れ た 。 ９  

1911年 ８ 月 26日 、 臨 時 議 制 局 会 議 に お い て 大 谷 瑩 誠 寺 務 総 長 の も と 、

教 学 部 長 で あ る 大 谷 瑩 亮 は 、 「 高 倉 大 学 寮 」 １ ０ と 「 真 宗 大 学 」 を 合 し

て 「 真 宗 大 谷 大 学 」 と 改 め 、 真 宗 中 学 と と も に 京 都 に 置 く と い う 学 校 条

例 案 を 提 出 し た 。 そ し て 、 1911年 ８ 月 31日 の 本 会 議 に お い て 、 こ の 条 例

案 は 、 51名 の 委 員 出 席 の も と 、 記 名 投 票 に よ り 賛 成 26名 、 反 対 24名 と い

う 僅 差 で 可 決 さ れ ９ 月 ４ 日 に 発 布 さ れ た 。 １ １  

真 宗 大 学 を 京 都 に 移 転 さ せ る 理 由 と し て は 、 「 宗 義 の 統 一 」 と い う

理 由 の 他 に 、 本 山 の 財 政 状 況 が 原 因 と し て 挙 げ ら れ る 。 本 山 の 財 政 は 、

真 宗 大 学 の 東 京 移 転 を 機 に 悪 化 し た の で あ る 。 真 宗 大 学 の 一 切 の 経 費 、

例 え ば 、 校 舎 建 築 費 、 講 師 陣 の 莫 大 な 給 料 を 払 っ て い た 。 だ か ら 、 「 余

り 多 く な い 経 費 を 二 つ に 割 く よ り も こ れ を 一 つ に し て 全 力 を 傾 注 す る 方

が 得 策 」 と い う こ と と 、 本 山 経 営 の 教 育 機 関 で あ る か ら 、 「 本 山 の お 膝

元 に 置 く こ と 」 、 「 本 山 と の 連 絡 が 便 利 な 京 都 に 置 く こ と が 良 い 」 と い

と い う こ と に 尽 き る の で あ っ た 。 そ し て 、 京 都 に 新 た に 建 て る な ら 寄 付

を す る と い う 篤 志 家 の 声 も あ っ た の で あ ろ う 。 １ ２  

真 宗 大 学 側 は 、 学 監 の 南 条 文 雄 を 擁 し て 、 本 山 か ら 独 立 し た 大 学 を

興 す か 話 し 合 い を し た が 、 １ ３ 結 局 、 本 山 の 命 ず る ま ま に 1911年 ９ 月 20

日 に 真 宗 大 学 の 閉 校 式 が 執 り 行 わ れ 、 旧 真 宗 大 学 を 去 っ た 。 こ こ に ９ 年

余 り に 及 ぶ 真 宗 大 学 の 歴 史 は 閉 じ ら れ る こ と と な っ た 。 東 京 の 真 宗 大 学

の 閉 校 式 か ら 20数 日 後 、 旧 真 宗 大 学 は 旧 高 倉 大 学 寮 と 合 し て 「 真 宗 大 谷

大 学 」 と し て 、 1911年 10月 13日 に 高 倉 魚 棚 の 旧 高 倉 大 学 寮 の 敷 地 に 仮 校

舎 と し て 開 校 し た 。 旧 高 倉 大 学 寮 の 敷 地 に 開 校 し た 真 宗 大 谷 大 学 は 、 腐
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朽 狭 隘 で あ り 、 学 生 た ち は 一 日 も 早 い 校 舎 新 築 を 本 山 当 局 に 要 請 し 続 け

た 。 １ ４  

 

第３節  建築地選定の諸問題  

1911年 10月 13日 、 高 倉 の 仮 校 舎 に て 再 出 発 を し た 真 宗 大 谷 大 学 に 関

し 「 本 山 は 直 ち に 新 校 舎 設 立 の 事 務 を 開 始 」 し 、 新 校 舎 建 設 地 を ど こ に

す る か 協 議 し た 。  

新 校 舎 建 設 地 は 「 候 補 地 78ヶ 所 」 （ 『 中 外 日 報 』 1911年 12月 9日 ） の

中 か ら い っ た ん 「 妙 心 寺 畔 と 白 川 の 両 地 」 （ 『 中 外 日 報 』 同 年 12月 28

日 ） が 候 補 地 と し て 浮 上 す る 。 そ の 後 「 真 宗 大 谷 大 学 建 築 用 地 を 京 都 府

下 愛 宕 郡 上 賀 茂 村 字 小 山 （ 京 都 府 上 京 区 鞍 馬 口 通 室 町 頭 ） に 定 む  明 治

44年 12月 31日  寺 務 総 長  大 谷 瑩 誠 」 （ 『 宗 報 』 第 124号 ） と あ り 、 結 局

「 40余 ヵ 所 の 候 補 地 よ り 選 抜 し 、 京 都 市 上 京 区 鞍 馬 口 通 り 室 町 頭 に 長 方

形 の 地 所 10500坪 を 相 し 、 此 程 既 に 木 標 を 立 て た り 」 と 現 在 地 に 決 定 し

て い る 。 １ ５  

結 果 的 に は 真 宗 大 谷 大 学 の 校 舎 建 設 は 上 賀 茂 村 字 小 山 に 決 ま っ た わ

け で あ る が 、 候 補 地 の ひ と つ と し て 、 旧 近 鉄 百 貨 店 京 都 店 （ か つ て は 東

本 願 寺 財 団 の 土 地 で あ っ た ） も 候 補 と し て 挙 が っ て い た 。 一 般 的 な 考 え

と し て 、 本 願 寺 経 営 の 教 育 機 関 で あ る か ら 本 願 寺 の そ ば に 大 学 を 置 く の

が 普 通 で あ る 。 （ 現 在 の 龍 谷 大 学 は 1902年 、 東 京 高 輪 に 「 高 輪 仏 教 大

学 」 を 開 学 し た 後 、 1904年 に 何 ら か の 理 由 で 閉 校 し 、 京 都 の 仏 教 専 門 大

学 と 合 し 「 仏 教 大 学 」 と し て 、 西 本 願 寺 境 内 の 大 宮 学 舎 に 大 学 の 地 と し

て 再 出 発 し て い る ） １ ６ し か し 、 結 果 的 に は 現 在 地 に 決 定 し て い る 。 な

ぜ 、 烏 丸 通 や 北 大 路 通 も な く 、 人 家 も ま ば ら 、 田 畑 し か な い 京 都 で も

「 闇 の 地 」 で あ っ た 小 山 に 校 舎 の 建 設 地 と し て 候 補 が 挙 が っ た の は 、 南
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条 文 雄 、 佐 々 木 月 樵 を は じ め と す る 旧 真 宗 大 学 の 教 員 が 「 本 山 の 影 響

力 」 を 少 し で も 避 け た か っ た と い う 理 由 が 挙 げ ら れ る 。 １ ７  

と も か く も 小 山 に 校 舎 の 建 設 が 決 定 し た 。 名 畑 崇 先 生 の 次 の 記 述 が

参 考 に な る 。  

東 本 願 寺 が 大 学 の 用 地 を 北 の 方 に 求 め て い る と い う 話 が 上 賀 茂 村 小

山 に 伝 わ っ て き た の は 、 彼 岸 過 ぎ の 頃 で あ ろ う か 。 小 山 （ 村 ） で は

内 籐 巳 之 助 、 内 藤 籐 治 朗 、 小 林 政 治 朗 が 村 の 発 展 を は か る た め 、 大

学 「 誘 致 」 の 相 談 を ま と め て 村 び と に 協 力 を 促 し 、 一 方 で 関 係 者 に

進 ん で は た ら き か け た よ う で あ る 。 （ 『 キ ャ ン パ ス メ モ ラ ン ダ ム 』

p.142）  

小 山 に お け る 大 学 誘 致 は 、 内 籐 巳 之 助 、 内 藤 籐 治 朗 、 小 林 政 治 郎 が

中 心 と な っ て 進 め た 。 本 山 が こ の 地 に 大 学 用 地 を 定 め 、 ま た 取 得 で き た

の は 、 こ の 内 籐 巳 之 助 、 内 藤 籐 治 朗 、 小 林 政 治 郎 の 努 力 が 非 常 に 大 き い 。

１ ８ そ の 理 由 と し て は 小 山 村 の 発 展 を は か る と い っ た 理 由 だ け で は な く 、

小 山 に 「 刑 務 所 」 を 建 設 す る １ ９ と い っ た 情 報 が 村 に 飛 び 込 ん だ か ら で

は な い か 。 行 政 に よ っ て 強 行 に 刑 務 所 を 建 設 さ れ る 前 に 大 学 を 建 設 し よ

う と い う 考 え だ っ た の で あ ろ う 。 し か し 、 村 人 の 中 に は 「 百 姓 が 土 地 を

手 放 し て ど う す る の や 、 安 く は 売 ら ぬ 」 土 地 の 譲 渡 を 頑 に 拒 む 者 も い た 。

と り わ け 鞍 馬 口 通 か ら 大 学 の 南 正 面 に 敷 設 す る 、 通 用 路 の 買 収 は 手 間 ど

っ た 。 幅 三 間 （ け ん ） ２ ０ の 道 路 を 南 北 に 通 す と 10枚 余 の 田 が 削 ら れ た

り 分 断 さ れ て し ま う か ら で あ る 。 内 籐 巳 之 助 と 小 林 与 之 助 は 、 「 芝 居 小

屋 を 建 て る と い う の な ら と も か く 将 来 村 の 発 展 と 学 校 に 役 立 つ 事 な の だ

か ら 」 。 と 言 い 、 田 は 絶 対 に 譲 ら ぬ 、 と 頑 張 る 相 手 と 三 晩 に わ た っ て 交

渉 を 重 ね た 。 結 果 、 最 後 に 内 藤 氏 が 自 分 の 所 有 地 の 中 か ら 、 代 替 地 を 自

由 に 選 ば せ て 提 供 す る と い う こ と で 話 が つ い た よ う で あ る 。 ２ １  
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『 中 外 日 報 』 は 次 の よ う に 伝 え る 。  

  大 谷 大 学  １ 坪 ５ 円 に て 購 入  

  東 本 願 寺 大 谷 大 学 に て は 、 旧 冬 上 京 区 新 町 頭 に て 買 入 れ た る 敷 地 は

10500坪 に し て 、 １ 坪 金 ５ 円 宛 に て 、 合 計 52500円 に て 相 談 ま と ま り

た る も の の 由 は 既 記 せ し が 、 該 敷 地 は 京 都 電 鉄 （ 後 の 京 都 市 電 ） 下

立 売 に て 下 車 し て そ れ よ り 約 20町 ば か り に し て 達 し 、 鞍 馬 口 よ り ３ 、

４ 町 に し て 到 る 所 な る が 、 つ ま り 市 中 よ り 離 る る こ と ３ 、 ４ 町 な り 。

東 京 巣 鴨 の 旧 真 宗 大 学 に 比 す れ ば 市 中 に 接 す る こ と 近 け れ ど も や は

り 京 都 の 巣 鴨 た る 称 は 免 れ じ 、 東 京 真 大 （ 真 宗 大 学 ） の 敷 地 は 合 計

7000坪 に 過 ぎ れ ば 、 今 回 10500坪 は 非 常 に 広 き も の な り 。 （ 『 中 外

日 報 』 1912年 1月 15日 ）  

大 学 の 地 と し て 定 め た 小 山 は 、 風 光 明 媚 の 地 で あ り 、 京 都 か ら 近 か ら

ず 遠 か ら ず 、 東 本 願 寺 と の 連 絡 が さ ほ ど 不 便 で は な く 大 学 の 地 と し て は

最 適 な 場 所 で あ る 。 し か し 、 合 計 52500円 と い う 金 額 は 、 決 し て 少 な い

額 で は な い 。 ２ ２  

教 育 に 理 解 が あ り 大 学 「 誘 致 」 に 熱 心 だ っ た 内 藤 籐 治 朗 は 、 植 物 園

の 開 設 と 紫 明 小 学 校 建 設 に 際 し て も 用 地 集 め に 力 を 尽 く し て い る 。 ２ ３  

  
第第２２章章   尋尋源源館館（（旧旧本本館館））のの建建築築史史的的位位置置 

第１節  尋源館（旧本館）の立地条件  

 本 館 が 建 っ て い る 場 所 は 、 真 宗 大 谷 大 学 の キ ャ ン パ ス の 中 で 、 南 寄

り に 位 置 し て い る 。 本 館 の 玄 関 は 南 を 向 き 、 正 門 も 南 に 位 置 し 本 館 の 玄

関 と 向 か い 合 っ て 立 っ て い る 。 本 館 の 花 崗 岩 の 装 飾 、 真 宗 大 学 か ら 続 く

紋 章 も 南 面 に 施 さ れ て い る 。 そ の 理 由 は 大 学 周 辺 は 当 時 、 人 家 が ま ば ら

で 、 北 大 路 通 が な く 烏 丸 通 も 今 出 川 ま で で あ っ た 。 市 電 烏 丸 線 も 当 然 の
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こ と な が ら 今 出 川 が 終 点 で あ っ た 。 1923年 10月 、 市 電 烏 丸 線 が 今 出 川 か

ら 上 へ 延 長 さ れ る ま で は 、 学 生 や 教 職 員 は 、 今 出 川 に 下 車 し 、 今 出 川 か

ら 室 町 通 ま で 向 か い 、 室 町 通 か ら 大 学 正 門 ま で 続 く ま っ す ぐ な ８ 間 幅 、

長 さ 200余 間 、 両 側 に 風 致 樹 を 植 え 込 ん だ 大 学 の 専 用 道 路 （ さ く ら 道 ）

を 徒 歩 で 利 用 し 、 大 学 を 行 き 来 し て い た 。 ＜ 資 料 ３ ＞ 当 時 は そ れ し か

交 通 手 段 が 無 か っ た の で あ る 。 つ ま り 、 そ の 方 法 で 大 学 に 行 き 来 し て い

た 学 生 や 教 職 員 、 来 客 に 対 し て 本 館 の 正 面 が 見 え る よ う に 配 置 し 、 真 宗

大 谷 大 学 で あ る と い う こ と を わ か る よ う に し て い る の だ 。 本 館 は 当 時 の

大 学 周 辺 の 交 通 事 情 、 土 地 事 情 を 考 慮 し た 結 果 の 配 置 だ っ た の で あ る 。  

 本 館 は ゆ と り を 持 っ て 配 置 が な さ れ て い る 。 正 門 か ら 25メ ー ト ル 程 度

引 い た 所 に 本 館 が 建 て ら れ て い る 。 こ れ は 、 来 客 の 人 力 車 置 き 場 と い う

キ ャ ン パ ス 活 用 の 他 に 、 正 門 か ら 本 館 の 正 面 部 分 （ 塔 を 含 め て ） を 見 せ

る と い う 演 出 を 考 え て 、 「 遠 近 法 」 を 設 定 し て い る 。 ＜ 資 料 ４ ＞  

こ の よ う な 遠 近 法 は 、 明 治 期 の 役 所 に お い て も 見 る こ と が で き る 。

役 所 に 関 し て は 、 敷 地 の 前 に 広 い 道 路 を つ く り 大 き な 門 を 建 て る 。 そ れ

か ら ズ ー ッ と 引 い た と こ ろ に 庁 舎 を ド ン と 真 ん 中 に 配 置 す る 。 こ れ は 、

人 を 支 配 す る 建 物 で あ る か ら 建 物 に 威 厳 を も た せ る た め に ど う し て も 必

要 だ っ た の で あ る 。 広 場 を 通 っ て そ の 建 物 に 入 る と い う 演 出 を し た か っ

た の で あ る 。 ２ ４ 学 校 建 築 に お い て も 同 様 で 、 学 校 の 中 心 的 な 校 舎 で あ

る 本 館 に 威 厳 を 持 た せ る た め に 遠 近 法 を 設 定 し て い る 。 学 校 建 築 は 、 役

所 ほ ど の 威 厳 に は 欠 け る が 、 真 宗 大 学 の 教 場 、 旧 第 四 高 等 中 学 校 本 館 、

旧 第 五 高 等 中 学 校 本 館 、 京 都 大 学 時 計 台 、 奈 良 女 子 大 学 記 念 館 に お い て

も 見 ら れ る 。  
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第２節  尋源館（旧本館）の建築意匠  

本 館 の 特 徴 は 、 ル ネ サ ン ス 式 を 応 用 し た 建 物 で 、 煉 瓦 造 り ２ 階 建 て 、

屋 根 は 寄 棟 造 ２ ５ で 瓦 葺 、 棟 上 に 塔 を 載 せ て い る 。 屋 根 は 単 調 と な ら ぬ

よ う に 空 気 孔 を 設 け 、 中 央 正 面 、 窓 の 上 部 、 胴 蛇 腹 、 軒 蛇 腹 （ 「 胴 蛇

腹 」 「 軒 蛇 腹 」 は ＜ 資 料 ５ ＞ に て 解 説 ） に は 花 崗 岩 や 白 大 理 石 を 用 い

て ア ク セ ン ト に し て い る 他 、 上 下 ・ 左 右 に 並 ぶ 窓 の し つ こ さ を や わ ら げ

て い る 。  

正 面 中 央 は 、 壁 面 を わ ず か に 突 出 さ せ 、 ダ ッ チ ・ ゲ ー ブ ル ２ ６ ＜ 資 料

６ ＞ を 採 用 し 、 正 面 中 央 上 部 に は 真 宗 大 学 か ら 続 く 紋 章 が 花 崗 岩 に 刻

み こ ま れ て い る 。  

本 館 の 形 状 は 左 右 対 称 で あ る 。 北 側 中 央 は 階 段 室 を 突 出 さ せ 、 東 西

両 端 は 北 側 に 折 り 曲 げ て お り 、 平 面 形 状 は 正 面 90メ ー ト ル 、 側 面 20メ ー

ト ル で 東 西 に 長 い E字 型 を 成 し て い る 。 ２ ７  

本 館 の 窓 に 関 し て は 、 教 室 が 面 し て い る 南 側 や 東 側 は 窓 の 数 が 多 い

が 、 廊 下 が 面 し て い る 北 側 は 窓 の 数 が 少 な い 。 こ れ は 、 第 １ 章 、 第 １ 節

に お い て 先 述 し た よ う に 京 都 の 気 候 を 考 慮 し 、 南 ・ 東 側 に 教 室 、 北 側 に

廊 下 を 配 置 し て い る か ら だ 。 冬 の 寒 い 時 期 に 太 陽 の 光 が よ く あ た る よ う

に 教 室 が 面 し て い る 南 ・ 東 側 に 多 く 窓 を と り 、 北 側 は 北 風 が あ ま り 入 ら

な い よ う に 、 窓 を 少 な く し て い る 。 ２ ８ ＜ 資 料 ７ ＞  

本 館 の よ う な 赤 煉 瓦 造 ２ 階 建 て で 、 花 崗 岩 、 白 大 理 石 を 所 々 に 使 用

し 、 全 体 的 に 装 飾 が 少 な く 簡 素 な 学 校 建 築 は 他 に も あ る 。 現 存 す る 建 物

と し て は 、 旧 第 三 高 等 中 学 校 物 理 学 実 験 場 （ 1889年 竣 工 ） 、 旧 第 四 高 等

中 学 校 本 館 （ 1891年 竣 工 ） 、 旧 第 五 高 等 中 学 校 本 館 （ 1887年 竣 工 ） が あ

る 。 ＜ 資 料 ８ ＞ こ れ ら の 校 舎 の 設 計 は 、 文 部 省 会 計 課 建 築 掛 技 師 の 山

口 半 六 と 久 留 正 道 に よ る も の で あ る 。 （ 他 に も 旧 第 一 、 二 、 三 、 六 、 七 、
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八 高 等 中 学 校 本 館 の 設 計 も 手 が け た が 、 関 東 大 震 災 、 米 軍 に よ る 攻 撃 、

焼 失 な ど で 現 存 し な い ）  

本 館 の 意 匠 に 関 し て は 、 山 口 、 久 留 が 定 着 さ せ た 旧 制 高 等 中 学 校 の

校 舎 を モ デ ル に し て い る 。 特 に 、 1889年 に 大 阪 か ら 移 転 開 校 し た 第 三 高

等 中 学 校 、 第 三 高 等 中 学 校 の 施 設 を 引 き 継 ぐ 形 で 創 設 さ れ た 京 都 帝 国 大

学 の 校 舎 を モ デ ル に し て い る 。 お そ ら く 「 （ 本 山 ） 教 学 部 長 大 谷 瑩 亮 師

は 昨 今 毎 日 の 如 く 各 学 校 を 巡 視 し て 校 舎 の 構 造 等 を 研 究 」 （ 1911年 12月

９ 日 『 宗 報 』 ） し た 成 果 で あ ろ う 。 『 歴 史 を 語 る 産 業 遺 産 ・ 近 代 建 築 物  

― 京 都 の 近 代 化 遺 産 ― 』 p.125で は 、 「 文 部 省 営 繕 は 第 三 高 等 中 学 校 、

京 都 帝 国 大 学 の 建 設 を 通 じ て 、 1897年 代 に は 煉 瓦 造 ・ 木 造 そ れ ぞ れ で の

教 育 施 設 の 定 型 を 完 成 さ せ る 。 私 学 の 建 築 で そ う し た 赤 煉 瓦 の ス タ イ ル

の 流 れ を 汲 む の が 大 谷 大 学 本 館 で あ る 」 。 と 石 田 潤 一 郎 氏 は 述 べ て い る 。

第 三 高 等 中 学 校 の 校 舎 、 中 で も 赤 煉 瓦 造 り の 本 校 ＜ 資 料 ９ ＞ は 、 京 都

に お け る 正 統 的 な 西 洋 建 築 の 先 駆 だ っ た 。 赤 煉 瓦 建 築 と し て は 同 志 社 に

遅 れ る も の の 、 鴨 東 の 地 に 偉 観 を 誇 っ た 。 ２ ９ 簡 素 で あ り な が ら 力 強 く 、

見 る 者 に と っ て ま っ す ぐ に 伝 わ っ て く る 第 三 高 等 中 学 校 の 赤 煉 瓦 の 本 校

に 本 山 当 局 者 は 非 常 に 魅 力 を 感 じ 、 そ の 赤 煉 瓦 の 本 校 を モ デ ル に し て 真

宗 大 谷 大 学 の 本 館 の 建 設 を 命 じ た と 推 測 で き る 。  

本 館 は 設 計 変 更 を し て い る 。 1912年 6月 18日 の 『 京 都 日 出 新 聞 』 に 掲

載 さ れ た 「 大 谷 大 学 本 館 建 面 之 図 」 や 本 館 の 設 計 段 階 図 面 を 見 る と 、 現

状 と 違 う 箇 所 が い く つ か あ る 。 一 つ 目 は 、 塔 が な い こ と 、 二 つ 目 は 、 正

面 装 飾 の 違 い （ ２ 階 の 丸 み を お び た 窓 、 真 宗 大 学 の 紋 章 が な い ） 、 三 つ

目 は 、 車 寄 せ の 天 井 に 装 飾 が あ る 。 四 つ 目 は 、 正 面 玄 関 の 扉 に ス テ ン ド

グ ラ ス の よ う な 装 飾 が 施 さ れ て い る 。 ＜ 資 料 １ ０ ＞ 資 料 で わ か る 通 り 、

設 計 段 階 の 本 館 は 細 部 に 及 ん で 装 飾 が 施 さ れ て い た こ と が わ か る 。 し か
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し 、 本 館 竣 工 後 の 写 真 を 見 る と ＜ 資 料 ４ ＞ 設 計 段 階 図 面 に お い て 描 か

れ て い た 、 ２ 階 の 丸 み を お び た 窓 、 車 寄 せ の 天 井 の 装 飾 、 正 面 玄 関 扉 の

ス テ ン ド グ ラ ス の よ う な 装 飾 は 無 く な っ て い る 。 そ の 代 わ り に 、 本 館 の

中 央 棟 上 に は 塔 が 載 り 、 中 央 正 面 上 部 に 真 宗 大 学 の 紋 章 が い つ の 間 に か

あ る 。 こ れ は 推 測 に す ぎ な い が 、 銅 製 の 塔 や 、 真 宗 大 学 の 紋 章 の 材 料 費 、

制 作 費 に 余 分 に お 金 が か か っ て し ま う の で 、 ２ 階 の 丸 み を お び た 窓 、 車

寄 せ の 天 井 の 装 飾 、 正 面 玄 関 扉 の ス テ ン ド グ ラ ス の よ う な 装 飾 は 頓 挫 し

た の で あ ろ う 。  

本 館 正 面 の 上 部 に は 当 初 、 紋 章 が な か っ た こ と は 先 述 し た が 、 い つ

の 間 に か 設 計 段 階 図 面 に お い て 紋 章 が 描 か れ て い る 。 ＜ 資 料 １ １ ＞ こ

の 紋 章 は 元 真 宗 大 学 の 教 職 員 の 意 向 に よ る も の と も 考 え ら れ る 。 真 宗 大

学 の 閉 校 と い う 悲 劇 と 憎 し み を 本 山 当 局 者 に 見 せ つ け る か の よ う に 、 真

宗 大 学 の 紋 章 を 構 え さ せ る よ う 、 設 計 者 に 伝 え た の で あ ろ う 。 そ こ に は 、

元 真 宗 大 学 の 学 生 や 教 職 員 の 悲 劇 と 憎 し み が 感 じ ら れ る と と も に 、 こ れ

か ら 再 出 発 す る 真 宗 大 谷 大 学 へ の 強 い 意 気 込 み が 感 じ ら れ る と も 言 え よ

う 。  

 

第３節  設計者・施工者について  

本 館 を は じ め と す る 真 宗 大 谷 大 学 校 舎 の 設 計 者 は 『 宗 報 』 に お い て

記 さ れ て い る 。 し か し 、 誰 が 何 の 校 舎 の 設 計 を 担 当 し 、 ど こ の 建 設 会 社

が 施 工 を 担 当 し た の か 詳 し く 記 さ れ て い な い 。 本 館 の 屋 根 裏 に あ る 棟 札

に は 「 上 棟  大 谷 大 学 本 館 即 位 紀 元 貮 千 五 百 七 拾 三 年 六 月 三 日 」 と 記 さ

れ て い る の み で 詳 細 は 記 さ れ て い な い 。 ＜ 資 料 １ ２ ＞ つ ま り 、 本 館 の

設 計 者 ・ 施 工 者 が は っ き り と し て い な い 。  

 ま ず は 、 設 計 者 で 、  
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● 1912年 １ 月 25日 付 け の 『 宗 報 』 で は 、 「 建 築 は 京 大 講 師 清 水 技 師

に 嘱 託 し て 目 下 設 計 調 査 を 急 ぎ 居 り 、 右 終 わ り 次 第 早 々 に 着 手 の

筈 な り 」  

● 1912年 ６ 月 25日 付 け の 『 宗 報 』 で は 、 「 同 大 学 建 築 事 務 所 に あ り

て は 、 松 任 外 次 郎 氏 主 任 と な り 、 須 藤 勉 、 山 本 八 太 郎 、 春 山 定 松 、

田 中 善 太 郎 、 東 野 紋 之 助 、 岡 本 年 吉 ら 十 余 名 の 諸 氏 、 専 ら 製 図 中

な り し が 、 す で に そ の 設 計 全 般 を 整 頓 し 、 い よ い よ 建 築 の 機 熟 し

た れ ば 、 本 月 十 三 日 、 同 事 務 所 を 上 御 霊 西 通 鞍 馬 口 二 丁 目 に 移 転

し 、 そ の 緒 を 開 き た り 」  

● 1912年 ８ 月 25日 付 の 『 宗 報 』 で は 、 「 京 都 帝 国 大 学 講 師 清 水 技 師

の 設 計 に 拠 り 、 松 任 外 次 郎 氏 を 建 築 主 任 と し て … 」  

1912年 １ 月 25日 付 と 同 年 ８ 月 25日 付 の 『 宗 報 』 に お い て 「 清 水 技

師 」 と 記 さ れ て い る が 、 な ぜ か 清 水 だ け の 名 が 明 ら か に さ れ て い な い 。  

こ の 清 水 技 師 は 、 『 宗 報 』 で 記 さ れ て い る 通 り 、 京 都 帝 国 大 学 の 講

師 で あ っ た 。 『 京 都 帝 国 大 学 一 覧 』 （ 自 明 治 44年  至 明 治 45年 ） p.79の

理 工 科 大 学 職 員 の ペ ー ジ に 土 木 工 学 教 室 ・ 「 土 木 行 政 法 」 の 講 師 に 「 清

水 保 吉 」 （ 岐 阜 ） 、 土 木 工 学 教 室 ・ 「 道 路 」 の 講 師 に 「 清 水 凞 」 （ 京

都 ） が 記 さ れ て い る 。 両 者 は 同 じ 苗 字 で あ り 、 同 じ 土 木 工 学 教 室 に 身 を

置 い て い た 。 『 宗 報 』 に 清 水 の 名 を 記 し て い れ ば 両 者 の ど ち ら か を 断 定

で き る の で あ る が 、 記 さ れ て い な い た め 両 者 の ど ち ら が 真 宗 大 谷 大 学 の

校 舎 建 設 に 関 わ っ た の か を 断 定 で き な い 。  

名 が 謎 の ま ま で は あ る が 清 水 と い う 人 物 の 職 業 は 明 ら か だ 。 『 京 都

帝 国 大 学 一 覧 』 に 記 さ れ て い る 通 り 、 「 土 木 関 係 」 の 講 師 を し て い た 。

1912年 １ 月 25日 付 け の 『 宗 報 』 に お い て 、 「 建 築 は 京 大 講 師 清 水 技 師 に

嘱 託 し て 目 下 設 計 調 査 を 急 ぎ 居 り 右 終 わ り 次 第 早 々 に 着 手 の 筈 な り 」 と
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記 さ れ て い る 。 「 設 計 調 査 」 と あ る の で 、 清 水 技 師 は 真 宗 大 谷 大 学 校 舎

建 設 地 の 「 地 盤 調 査 」 に あ た っ た 人 物 で あ る と 推 測 で き る 。 実 際 に 校 舎

建 設 時 （ 博 綜 館 、 講 堂 、 響 流 館 ） に 、 発 掘 調 査 を 実 施 し た と こ ろ 、 古 い

土 の 上 に 新 し い 土 が 盛 ら れ て い る こ と が 確 認 さ れ て い る 。 ３ ０ 大 谷 大 学

の キ ャ ン パ ス は 南 北 の 高 低 差 が 激 し い た め 、 清 水 は 高 低 差 の 激 し い キ ャ

ン パ ス の 「 地 な ら し 」 を し て い た と 推 測 で き る 。  

『 キ ャ ン パ ス  メ モ ラ ン ダ ム 』 p.38, p.45で は 本 館 の 設 計 者 に 「 清 水

技 師 」 と 述 べ ら れ て お り 、 い か に も 清 水 技 師 が 本 館 の 「 製 図 」 を し た と

見 受 け ら れ る が 、 以 上 の 調 査 結 果 か ら 清 水 技 師 が 本 館 を 含 め て 校 舎 の

「 製 図 」 を し た と い う の は 誤 り で あ る 。  

本 館 の 設 計 者 は 、 清 水 技 師 で は な い と い う こ と が 以 上 の 調 査 に よ り

わ か っ た 。 残 り は 松 任 外 次 郎 以 下 と 考 え ら れ る 。 『 京 都 の 赤 レ ン ガ ― 近

代 化 の 遺 産 ― 』 p.114で は 本 館 の 設 計 者 に 『 宗 報 』 で 紹 介 さ れ て い る 須

藤 勉 、 山 本 八 太 郎 の 二 者 の み を 挙 げ て い る 。 又 、 『 京 都 の 近 代 化 遺 産 ―

歴 史 を 語 る 産 業 遺 産 ・ 近 代 建 築 物 ―  』 p.165に お い て も 同 様 で あ る 。  

し か し 、 大 谷 大 学 総 務 課 に 保 管 し て い る 本 館 の 設 計 完 成 図 面 （ 青 写

真 ） や 、 1912年 ６ 月 18日 付 の 『 京 都 日 出 新 聞 』 に 掲 載 さ れ た 「 真 宗 大 谷

大 学 本 館 建 面 之 図 」 に は 、 書 籍 に お い て 設 計 者 と し て 紹 介 し て い る 須 藤

勉 、 山 本 八 太 郎 の 捺 印 は な い が 、 主 任 と し て 紹 介 さ れ て い る 松 任 外 次 郎

の 捺 印 は あ る 。 ３ １ ＜ 資 料 １ ３ ＞ 須 藤 と 山 本 が 本 館 の 設 計 を し た の で あ

れ ば 両 者 の 捺 印 が あ る は ず だ が 、 な ぜ か 捺 印 が な い 。 （ 須 藤 、 山 本 以 外

の 設 計 者 の 捺 印 も 無 い ） 本 当 に 、 須 藤 と 山 本 が 本 館 の 設 計 を 担 当 し た か

は 明 ら か に す る こ と が で き な か っ た 。 し か し 、 数 十 人 と い う 設 計 者 が い

る 中 で 、 松 任 一 人 が 本 館 の 設 計 を し た と い う の は 考 え に く い 。 数 々 の 書

籍 に 記 さ れ て い る 結 果 か ら 須 藤 、 山 本 が 本 館 の 設 計 に 関 わ り 、 残 り の 設
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計 者 は 他 の 校 舎 （ 講 堂 、 寄 宿 舎 、 図 書 庫 … ） の 設 計 を し て 、 役 割 分 担 を

し て 校 舎 の 設 計 を し て い た と 推 測 で き る 。  

松 任 は 『 宗 報 』 に お い て 、 「 主 任 」 、 「 建 築 主 任 」 と し て 紹 介 さ れ

て い る 。 推 測 に す ぎ な い が 、 松 任 は 大 学 校 舎 設 計 の リ ー ダ ー で あ り 、 全

体 を ま と め る 「 総 轄 責 任 者 」 で あ っ た の で あ ろ う 。 須 藤 、 山 本 が 本 館 の

設 計 を 完 成 さ せ た 後 、 松 任 が 最 終 チ ェ ッ ク を し 、 自 身 も 何 ら か の 手 を 加

え て 捺 印 し た の で あ ろ う 。 （ 他 の 校 舎 も 本 館 と 同 様 に 、 そ れ ぞ れ の 設 計

者 が 校 舎 の 設 計 を 完 成 さ せ た 後 に 松 任 が 最 終 チ ェ ッ ク を し て 捺 印 し た と

推 測 で き る ） つ ま り 、 本 館 は 、 松 任 、 須 藤 、 山 本 の 三 者 に よ る 作 品 で あ

る と 考 え ら れ る 。 主 任 で あ る 松 任 は 、 旧 奈 良 女 子 高 等 師 範 学 校 本 館 （ 奈

良 女 子 大 学 記 念 館 ） の 設 計 に も 関 わ っ て い る 。 奈 良 女 子 大 学 記 念 館 の 設

計 図 に は 「 山 本 治 兵 衛 」 と 「 松 任 外 次 郎 」 の 二 者 の 捺 印 が あ る こ と か ら

二 者 が 協 力 し て 奈 良 女 子 大 学 記 念 館 の 設 計 を し た こ と が 断 定 で き る 。

＜ 資 料 １ ４ ＞ 実 際 に 奈 良 女 子 大 学 記 念 館 と 本 館 を 見 比 べ る と 外 観 は ほ

と ん ど 似 て い な い 。 共 通 点 と い え ば 、 寄 棟 造 、 瓦 屋 根 、 奈 良 女 子 大 学 記

念 館 の 下 部 の 赤 煉 瓦 で あ る 。 特 に 棟 上 に 載 っ て い る 塔 は 本 館 の 塔 と 実 に

酷 似 し て い る 。 ＜ 資 料 １ ５ ＞ 松 任 が 奈 良 女 子 大 学 記 念 館 の 設 計 を 手 が

け た こ と は 、 明 ら か に な っ た が 、 そ の 人 物 の 出 身 校 、 職 場 、 人 と な り 、

思 想 、 他 に 手 が け た 建 築 物 を 明 ら か に す る こ と が で き な か っ た 。 石 川 県

旧 松 任 市 （ 現 在 の 白 山 市 ） に 問 い 合 わ せ て み た が 、 苗 字 と 地 名 が 一 致 す

る の み で あ っ た 。 奈 良 女 子 大 学 に 問 い 合 わ せ て み て も 、 山 本 治 兵 衛 の こ

と は わ か る が 、 松 任 の 詳 細 は 全 く わ か ら な い と の 回 答 を 受 け た 。 同 大 学

で は 、 奈 良 女 子 大 学 記 念 館 の 設 計 図 に 松 任 の 捺 印 が あ る の に も 関 わ ら ず 、

松 任 の 詳 細 が 明 ら か で な い の で 、 記 念 館 の 設 計 者 に は 「 山 本 治 兵 衛 」 の

み を 挙 げ て 紹 介 し て い る 。  
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松 任 の 他 、 1912年 ６ 月 25日 付 け の 『 宗 報 』 に お い て 紹 介 さ れ て い る 、

山 本 八 太 郎 、 春 山 定 松 、 田 中 善 太 郎 、 東 野 紋 之 助 、 岡 本 年 吉 、 名 が 全 く

謎 で あ る 十 数 名 の 設 計 者 も 松 任 同 様 に 明 ら か に す る こ と が で き な か っ た 。

し か し 、 須 藤 勉 に 関 し て は 、 多 少 な り と も 明 ら か に な っ た 。 旧 京 都 帝 国

大 学 の 建 築 工 事 は 、 文 部 省 直 轄 で 行 わ れ て い た 。 1907年 ５ 月 23日 に 同 大

学 に 建 築 部 が 設 置 さ れ 、 自 立 し た キ ャ ン パ ス 形 成 に 取 り か か る こ と と な

り 、 以 後 、 建 築 部 は 、 1919年 12月 17日 に 建 築 課 、 1920年 １ 月 9日 に 営 繕

課 に 名 称 を 変 更 す る の で あ る が 、 須 藤 勉 は 、 そ の 建 築 課 、 営 繕 課 に 属 し

「 技 手 」 と し て 、 同 大 学 の キ ャ ン パ ス 形 成 に 関 わ っ て い た こ と が 明 ら か

と な っ た 。 ３ ２ ＜ 資 料 １ ６ ＞  

最 後 に 、 施 工 者 に 関 し て だ が 、 本 館 の 屋 根 裏 に あ る 棟 札 に 、 設 計 者

と 同 じ く 施 工 者 の 詳 細 が 記 さ れ て い な い の で 全 く 不 明 で あ る 。 た だ 、 本

館 を は じ め と す る 大 学 校 舎 の 設 計 に ２ 名 （ 清 水 技 師 、 須 藤 勉 ） の 旧 京 都

帝 国 大 学 の 職 員 が 関 わ っ て い た こ と か ら 、 旧 京 都 帝 国 大 学 の 職 員 や 文 部

省 営 繕 の 関 係 者 が 係 わ っ て い た と も 考 え ら れ る 。 松 任 が 設 計 を 手 が け た

奈 良 女 子 大 学 記 念 館 の 工 事 は 「 文 部 省 建 築 課 」 と 紹 介 し て い る 。  

そ も そ も 西 洋 建 築 と い う の は 、 日 本 が 明 治 に な っ て 入 っ て き た も の

で あ る 。 明 治 政 府 が 他 国 に 日 本 の 「 近 代 化 」 を 見 せ つ け る た め に 、 官 庁 、

学 校 、 駅 舎 と あ ら ゆ る 建 物 に お い て 西 洋 化 を 強 力 に 推 し 進 め て き た 。 つ

ま り 、 本 館 の 施 工 者 は （ 設 計 者 も 含 め ） 必 死 に 日 本 の 近 代 化 を 推 し 進 め

た 「 国 の 官 僚 」 と い う こ と が 推 測 で き る 。  

他 に 施 工 者 を 明 ら か に す る 手 が か り と し て 本 館 の 屋 根 裏 に あ る 棟 札

と は 別 に 、 大 谷 大 学 に 保 管 し て い る 棟 札 を 参 考 に で き る 。 そ こ に は 、

「 奉 上 棟  大 正 拾 三 年  九 月 二 十 三 日 」 と 墨 で 書 か れ 、 諸 職 工 、 設 計 監 督

の 「 佐 藤 仙 吉 」 、 棟 梁 の 「 杉 岡 利 平 」 、 大 工 肝 煎 の 「 斉 藤 郁 太 郎 」 等 の
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名 が 詳 し く 書 か れ て い る 。 ＜ 資 料 １ ７ ＞ こ の 棟 札 に 書 か れ て い る 年 代

か ら し て 、 本 館 と は 直 接 関 係 な い が 何 ら か の 参 考 に で き よ う 。  

 

第４節  塔の謎  

1912年 ６ 月 18日 付 の 『 京 都 日 出 新 聞 』 に 、 本 館 の 完 成 予 想 図 で あ る

「 真 宗 大 谷 大 学 本 館 建 面 之 図 」 が 掲 載 さ れ て い る が 、 そ の 図 に は 塔 の 姿

は 見 え な い 。 ＜ 資 料 １ ３ ＞ 大 谷 大 学 真 宗 総 合 研 究 所 に 『 京 都 日 出 新

聞 』 に 掲 載 さ れ た の と 全 く 同 じ 「 設 計 段 階 図 面 」 が 現 存 す る が 、 そ こ に

は 本 館 正 面 の み に 、 鉛 筆 で 塔 を 追 加 し た 形 跡 を 見 る こ と が で き る 。 ＜

資 料 １ ８ ＞ お そ ら く 、 『 京 都 日 出 新 聞 』 に 掲 載 さ れ た 直 後 、 本 館 に 塔

を 付 け る と い う 発 案 が な さ れ た の で あ ろ う 。 追 加 し た 塔 に は 現 状 の 塔 と

は 異 な り 、 全 体 的 に 装 飾 が 華 美 で あ る 。 避 雷 針 は 装 飾 が 施 さ れ 、 塔 の ４

本 の 列 柱 に も 、 コ リ ン ト 式 ３ ３ と 呼 ば れ る 装 飾 が 施 さ れ て い る 。 後 に 鉛

筆 で 追 加 さ れ た 塔 は 実 用 的 で は な く 、 本 館 に お け る 装 飾 と し て 塔 を 追 加

し た こ と が わ か る 。 他 の 図 面 で は 、 装 飾 と し て の 塔 の 他 に 、 現 状 の 塔 に

時 計 が 付 い た 時 計 塔 が あ る 。 そ の 時 計 塔 も 避 雷 針 に は 装 飾 が 施 さ れ 、 ４

本 の 列 柱 に は コ リ ン ト 式 の 装 飾 が 施 さ れ て い る 。 ＜ 資 料 １ ９ ＞  

後 に 鉛 筆 で 追 加 し た 装 飾 が 華 美 な 塔 、 塔 に 時 計 が 付 い た 時 計 塔 の 他

に も 塔 の 図 面 が 存 在 す る 。 そ の 図 面 は 、 他 の 設 計 図 の 裏 面 や 空 い て い る

ス ペ ー ス に 描 か れ て お り 、 ど の よ う な 塔 に す る の か 設 計 者 が 大 変 、 苦 心

し て い た 様 子 が 伺 え る 。 ＜ 資 料 ２ ０ ＞  

真 宗 大 谷 大 学 校 舎 の 図 面 は 先 に 述 べ た 「 設 計 段 階 図 面 」 と 「 設 計 完

成 図 面 」 （ 青 写 真 ） の ２ 種 類 が あ る 。  

本 館 の 設 計 完 成 図 面 （ 青 写 真 ） の 塔 の 図 面 を 見 る と 、 設 計 段 階 図 面

に お い て 後 に 鉛 筆 で 追 加 さ れ た 装 飾 が 華 美 な 塔 や 、 時 計 塔 、 他 の 設 計 図
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の 裏 面 や 空 い て い る ス ペ ー ス に 描 か れ て い る 塔 で は な く 、 現 状 の 装 飾 が

少 な い 簡 素 な 塔 が 描 か れ て い る 。 最 終 的 に そ の 塔 を 載 せ る こ と に 決 定 し

た と 断 定 で き る 。 ＜ 資 料 ２ １ ＞ 大 学 側 か 設 計 者 の 意 向 か わ か ら ぬ が 、

本 館 の 装 飾 と し て の 塔 に す る の か 、 実 用 的 な 時 計 塔 に す る の か 熟 慮 し た

の で あ ろ う 。 お そ ら く 、 当 時 は 時 計 が 非 常 に 高 価 で あ っ た こ と や 、 本 山

の 資 金 不 足 が 要 因 で 時 計 塔 は 頓 挫 し た の で あ ろ う 。  

い つ の 間 に か 本 館 に 追 加 さ れ た 塔 で あ る が 、 塔 の 用 途 に 関 し て 、 記

述 や 意 見 が さ ま ざ ま で あ る 。 『 歴 史 を 語 る 産 業 遺 産 ・ 近 代 建 築 物 ― 京 都

の 近 代 化 遺 産 ― 』 p.165で は 「 尋 源 館 は … 棟 上 に 鐘 楼 を 載 せ て い る 」 、

『 京 都 の 赤 レ ン ガ ― 近 代 化 の 遺 産 ― 』 p.113で は 「 屋 根 の 中 央 に は ヨ ー

ロ ッ パ の 教 会 堂 の よ う な 金 属 製 の 尖 塔 が 立 っ て い る 。 本 来 こ れ は 鐘 塔 と

し て 設 け ら れ た も の で あ る が 、 い ま 鐘 は な い 」 、 『 大 谷 大 学 広 報 』

（ NO.142秋 ） pp.20で 大 谷 大 学 の 名 誉 教 授 で あ る 佐 々 木 令 信 氏 は 本 館 の

塔 に つ い て 「 鐘 楼 」 、 「 鐘 な き 鐘 楼 」 と 記 述 し て い る 。 本 学 の 出 身 者 で

あ る 、 畠 中 光 享 氏 は 「 中 央 部 分 の 尖 塔 は 鐘 楼 の よ う に 見 え る 。 第 一 寮 歌

に は “ 聞 け 暁 の 鐘 は 鳴 る ” 、 第 三 寮 歌 に は “ 時 に 理 想 の 鐘 を つ く ” と 歌

わ れ て い た の だ が 、 鐘 が 写 っ た 写 真 は 見 た こ と が な い 。 以 前 は 鐘 が あ っ

た と い う こ と を 聞 き … 」 と 述 べ て い る 。 ３ ４  

『 金 閣 寺 』 （ 1956年 ） で 三 島 由 紀 夫 は 、 本 館 の 塔 を 次 の よ う に 叙 述

す る 。  

玄 関 の 屋 根 の 頂 き に 、 青 銅 の 櫓 が そ そ り 立 っ て い る が 、 鐘 楼 に し て

は 鐘 が 見 え ず 、 時 計 台 に し て は 時 計 が な い 。 そ こ で そ の 櫓 は 、 繊 細

い 避 雷 針 の 下 に 、 空 し い 方 形 の 窓 で 青 空 を 切 り 抜 い て い る の で あ る 。  

と 述 べ て お り 、 誰 も が あ の 塔 を 目 に す る と 「 鐘 な き 鐘 楼 」 、 「 時 計 無 き

時 計 塔 」 と し て イ メ ー ジ し て い る よ う で あ る 。  
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実 際 に 私 自 身 、 塔 に 上 り 、 塔 に 鐘 や 時 計 を 付 け る た め の 装 置 が あ る

か 調 査 を し た と こ ろ 、 塔 の 内 部 の 天 井 は 全 面 板 張 り で 、 鐘 や 時 計 を 付 け

る 装 置 は 全 く 無 か っ た 。 ＜ 資 料 ２ ２ ＞ 又 、 塔 の 設 計 段 階 図 面 や 設 計 完

成 図 面 （ 青 写 真 ） を 見 て も 、 塔 に 時 計 は あ っ て も 、 塔 に 鐘 が つ い て い る

図 面 は 全 く な い 。  

本 館 の 塔 と 酷 似 し て い る 塔 は 他 の 学 校 に お い て も 見 る こ と が で き る 。

そ れ は 旧 奈 良 女 子 高 等 師 範 学 校 本 館 （ 奈 良 女 子 大 学 記 念 館 ） で あ る 。

３ ５ 第 ２ 章 、 第 ３ 節 に お い て 先 述 し た 通 り 、 奈 良 女 子 大 学 記 念 館 の 設 計

図 に は 「 山 本 」 と 「 松 任 」 の 捺 印 が あ っ た 。 ＜ 資 料 １ ４ ＞ 山 本 は 山 本

治 兵 衛 で 、 松 任 は 『 宗 報 』 に お い て 「 主 任 」 、 「 建 築 主 任 」 と し て 紹 介

さ れ て い る 、 松 任 外 次 郎 の こ と で あ る 。 本 館 の 図 面 に あ る 松 任 の 捺 印 と

奈 良 女 子 大 学 記 念 館 の 図 面 に あ る 松 任 の 捺 印 を 見 比 べ て み る と 全 く 同 じ

捺 印 で あ っ た 。 つ ま り 、 松 任 は 、 本 館 の 設 計 を 手 が け た 他 に 、 奈 良 女 子

大 学 記 念 館 の 設 計 も 手 が け た こ と が 両 大 学 の 設 計 図 を 見 て 確 認 で き る 。

両 大 学 の 塔 は 非 常 に 酷 似 し て お り 、 且 つ 、 設 計 者 の 松 任 が 共 通 し て い る

こ と か ら 両 大 学 の 塔 は 、 松 任 の 指 示 に よ っ て 付 け た と 推 測 で き る 。  

奈 良 女 子 大 学 に お い て は 記 念 館 の 塔 の こ と を 、 頂 塔 （ ラ ン タ ン ） ３ ６

と し て 紹 介 し て い る 。 本 館 の 塔 も ど ん な 塔 に す る の か 悩 ん だ 結 果 、 最 終

的 に 記 念 館 の よ う に 、 頂 塔 （ ラ ン タ ン ） と し て 完 成 さ せ た の で あ ろ う 。

も し 、 松 任 が 手 が け た 記 念 館 の 塔 に 鐘 が か か っ て い た ら 、 「 な ぜ 本 館 の

塔 に は 鐘 が か か っ て い な い の か 」 と 首 を か し げ て し ま う が 、 記 念 館 の 塔

に も 鐘 が 無 い の で あ る か ら 本 館 の 塔 に 鐘 が 無 い こ と に 納 得 が で き る 。  

真 宗 大 学 で 使 用 さ れ て い た と さ れ る 西 洋 鐘 ＜ 資 料 ２ ３ ＞ は 本 来 、 本

館 の 塔 に か け る も の で あ っ た と い う 意 見 が あ る が 、 ３ ７ そ の 西 洋 鐘 は 、

本 館 の 塔 に は 使 用 さ れ ず 、 現 在 の 至 誠 館 あ た り に 鉄 骨 で 組 ん で い た 鐘 楼
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に か け ら れ て い た 。 ＜ 資 料 ２ ４ ＞ そ の 鐘 楼 は 時 を 告 げ る た め に 使 用 し

て い た の だ と い う 。 本 館 の 塔 に 西 洋 鐘 が 使 用 さ れ ず 、 鉄 骨 で 組 ん だ 鐘 楼

に わ ざ わ ざ 使 用 し て い た と い う こ と は 、 本 館 の 塔 は 鐘 を か け る た め の 塔

で は な い と い う こ と だ 。  

以 上 の 調 査 に よ り 、 松 任 は 「 鐘 楼 と し て の 塔 」 は 全 く 考 え て い な か

っ た こ と が わ か っ た 。 だ か ら 、 本 館 の 塔 を 「 鐘 楼 」 と 呼 ぶ の は 誤 り で あ

る 。 松 任 が ど う い っ た 意 図 で 両 大 学 の 塔 を 設 置 さ せ た の か は 謎 で あ る が 、

奈 良 女 子 大 学 記 念 館 の 塔 の 紹 介 に お い て 、 「 頂 塔 」 「 ラ ン タ ン 」 と 紹 介

し て い る の で 、 こ の ２ つ の キ ー ワ ー ド を 参 考 に で き る 。  

松 任 の 指 示 に よ っ て 付 け 加 え ら れ た 塔 は 、 松 任 の 二 つ の 「 考 え 」 に

よ っ て 塔 が 付 け 加 え ら れ た こ と が 予 想 さ れ る 。 一 つ 目 は 、 本 館 は 学 長 室

や 事 務 室 等 が あ り 、 真 宗 大 谷 大 学 に お け る 中 心 的 な 校 舎 で あ る か ら 、 本

館 に 少 し で も 「 威 厳 」 、 「 権 威 」 を 印 象 付 け る た め に 「 頂 塔 」 を 付 け 加

え た こ と が 考 え ら れ る 。 二 つ 目 は 、 灯 が と も っ た 「 ラ ン タ ン 」 を イ メ ー

ジ し 、 ラ ン タ ン の も と で 学 生 が 勉 学 に 励 み 、 「 知 恵 」 、 「 ひ ら め き 」 、

「 真 理 を 明 ら か に す る 」 と い う イ メ ー ジ を 基 に 塔 を 設 置 し た の で あ ろ う 。

３ ８ 当 時 の 日 本 は 、 学 問 研 究 の 府 で あ る べ き 大 学 が 、 学 問 の 「 真 理 性 」

よ り も 「 国 家 に 役 立 つ 研 究 」 、 「 国 家 に 役 立 つ 高 級 官 僚 や 実 業 家 の 育

成 」 を 目 指 し て い た 。 ３ ９ 松 任 は そ の よ う な 「 国 家 主 義 教 育 」 に 大 変 、

疑 問 を 抱 い て い た の で あ ろ う 。 松 任 は 「 国 家 に 捧 げ る 」 た め の 大 学 で は

な く て 、 学 問 の 真 理 を 明 ら か に す る こ と を 大 切 に し て ほ し い と い う 願 い

の も と に 、 大 谷 大 学 や 奈 良 女 子 大 学 に 塔 を 設 置 し た と 考 え ら れ る 。  

塔 が も し 、 時 計 塔 や 鐘 楼 に な っ て い れ ば 、 実 用 的 で あ り そ れ は そ れ

で 見 過 ご さ れ て し ま う が 、 頂 塔 （ ラ ン タ ン ） と し て の 塔 は た く さ ん の 設

計 者 の 思 い が こ め ら れ て お り 非 常 に 奥 深 く 、 感 慨 深 い 。  
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第第３３章章   学学内内ににおおけけるる尋尋源源館館（（旧旧本本館館））のの変変遷遷   
第１節  尋源館（旧本館）の取捨選択  

本 館 は 、 ２ 号 館 （ 1978年 竣 工 ） 竣 工 後 に お い て 取 捨 の 議 論 が な さ れ

た 。 ２ 号 館 竣 工 の 頃 、 本 館 は 既 に 竣 工 か ら 65年 が 経 過 し て い た 。 当 時 の

本 館 の 現 状 と し て は 、 外 観 は 非 常 に 美 し い も の で あ っ た が 、 内 部 は 実 に

ひ ど い も の で あ っ た 。 普 通 に 歩 い て い て も 床 は ブ カ ブ カ し 、 雨 が 降 れ ば

雨 漏 り し 、 授 業 中 は 床 が 抜 け 落 ち た 。 ２ 階 を 研 究 室 と し て 使 用 す る こ と

は 既 に 不 可 能 で あ っ た 。 書 物 の 重 み に 耐 え ら れ な く 、 い つ 床 が 落 ち る か

保 証 の 限 り で は な い と 専 門 家 は 診 察 し た 。 壁 は 所 々 亀 裂 が 発 生 し 、 漏 電

が 心 配 さ れ た 。 ４ ０ こ の よ う に 非 常 に 老 朽 化 が 激 し か っ た の で 、 当 時 の

急 激 な 学 生 数 、 教 職 員 数 の 増 加 や 、 研 究 と 教 育 の 態 勢 の 変 遷 に 適 応 し 得

な い 状 態 で あ っ た 。 ４ １  

こ の よ う な 本 館 の 現 状 に お い て 、 「 利 用 価 値 が 無 く な っ た 本 館 な ん

て 取 り 壊 し て し ま え 」 と い う 革 新 論 と 「 本 館 は 絶 対 に 残 す べ き だ 」 と 保

守 論 が 出 て 、 意 見 が 対 立 し た 。 ４ ２ 教 授 会 で は 、 本 館 を 取 り 壊 し て 跡 地

に 新 し い 校 舎 を 建 設 す る こ と が 決 定 し た 。 又 、 本 山 に お い て も 、 そ れ は

や む を 得 な い と し 、 本 館 を 建 て 替 え す る こ と に 賛 同 し た 。 ４ ３ 本 館 を 取

り 壊 す 要 因 と し て は 、 老 朽 化 し て 使 い も の に な ら な い 本 館 が あ る こ と に

よ っ て 、 将 来 建 て る 新 し い 校 舎 の 建 設 が 制 約 さ れ る か ら で あ る 。 又 、 本

館 を 保 存 す る 目 的 で 改 修 し よ う と す る と 莫 大 な 資 金 が 必 要 だ か ら で あ る 。

そ の よ う な 議 論 が 出 る 中 で 同 窓 生 に お い て は 、 本 館 を 取 り 壊 す こ と に 強

い 反 対 の 意 見 を 出 し た 。 ４ ４ や は り 、 本 館 が あ っ て こ そ の 大 谷 大 学 で あ

り 自 分 た ち が 学 ん で き た 学 舎 に 愛 着 が あ る か ら で あ る 。 そ の 際 、 本 館 の

解 体 ・ 存 続 か に つ い て 「 京 都 文 化 財 保 護 委 員 会 」 に 懸 議 、 資 料 を 提 出 し

「 で き う る 限 り 遺 す よ う に 」 と の 査 定 を 受 け た 。 又 、 京 都 大 学 の 川 上 貢
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教 授 に 本 館 の 現 況 調 査 を 委 託 し 文 化 財 的 な 見 地 か ら の 鑑 定 を 依 頼 し た 。

４ ５ そ の 調 査 結 果 を 受 け 大 学 側 と 川 崎 清 を 中 心 と す る 第 １ 期 学 園 総 合 整

備 計 画 の 設 計 メ ン バ ー は 本 館 を 原 型 の ま ま 保 存 し 、 博 綜 館 と 噛 み 合 わ せ

る こ と を 検 討 し た が 、 法 規 上 の 問 題 ４ ６ か ら 両 翼 部 を カ ッ ト し た 。 ４ ７  

 

第２節  「本館」から「尋源館」へ  

第 １ 期 学 園 総 合 整 備 計 画 竣 工 の 際 、 各 建 物 に 名 称 が 付 け ら れ る こ と

と な っ た 。 本 館 は 、 朋 友 館 、 正 覚 館 、 尋 源 館 、 覚 樹 館 な ど の 候 補 か ら 尋

源 館 が 採 用 さ れ た 。 尋 源 の 語 は 、 中 国 の 古 典 に も 多 く 見 ら れ る が 、 近 く

は 覚 如 の 報 恩 講 式 に 「 酌 流 尋 本 源 」 （ 流 れ を 酌 ん で 本 源 を 尋 ね る ） と あ

り 、 そ の 文 に 依 っ て い る 。 ４ ８ 旧 本 館 が 尋 源 と い う 名 称 が つ け ら れ た 理

由 と し て は 、 や は り 、 清 沢 満 之 の 「 開 校 の 辞 」 、 佐 々 木 月 樵 の 「 大 谷 大

学 樹 立 の 精 神 」 と い う 建 学 の 理 念 ・ 精 神 、 真 宗 大 学 か ら 続 く 伝 統 を 真 新

し い 校 舎 を 建 て る こ と に よ っ て 決 し て 忘 れ る こ と が な い よ う に と い う 願

い か ら 、 尋 源 と い う 名 称 が つ け ら れ た の で あ る 。 ま さ に 、 旧 本 館 に ふ さ

わ し い 名 称 で あ る 。  

 

第３節  尋源館（旧本館）の登録有形文化財化  

1999年 10月 16日 、 文 化 財 保 護 審 議 会 は 、 近 代 建 造 物 の 保 護 を 目 的 に

し た 登 録 有 形 文 化 財 に 79件 を 登 録 す る よ う に 求 め た 。  

登 録 有 形 文 化 財 は 、 京 滋 か ら 大 谷 大 学 尋 源 館 、 藤 井 斉 成 会 有 鄰 館 第

二 館 ・ 収 蔵 庫 （ 京 都 市 左 京 区 ） の 京 都 ３ 件 と 、 柏 原 宿 歴 史 館 主 屋 ・ 展 示

館 ・ 収 蔵 庫 ・ 門 （ 坂 田 郡 山 東 町 ） の 滋 賀 ４ 件 が 答 申 さ れ た 。  

尋 源 館 が 登 録 さ れ た 要 因 と し て は 、 1913年 の 建 築 で あ り 、 赤 レ ン ガ

に 石 の 飾 り を は め た 明 治 調 洋 風 建 築 に 玄 関 ポ ー チ と 小 塔 を 設 け て い る 。
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破 風 （ は ふ ） ４ ９ に は 、 装 飾 を 排 し 機 能 性 を 重 視 し た 大 正 期 の セ セ ッ シ

ョ ン 様 式 の 特 徴 が み ら れ る か ら で あ る 。 （ 『 京 都 新 聞 』 1999年 10月 16日

土 曜 日 よ り ）  

尋 源 館 は 、 登 録 有 形 文 化 財 に 指 定 さ れ た の に 対 し 、 奈 良 女 子 大 学 記

念 館 、 旧 第 四 高 等 中 学 校 や 旧 第 五 高 等 中 学 校 は 「 重 要 文 化 財 」 に 指 定 さ

れ て い る 。 こ の よ う な 差 が 生 じ る 要 因 と し て は 、 建 物 の 「 保 存 方 法 」 の

違 い に よ る も の で あ る 。 尋 源 館 は 1981年 の 第 １ 期 学 園 総 合 整 備 計 画 に よ

り 両 翼 を 解 体 し た 。 外 壁 は 竣 工 時 の ま ま で は あ る が 、 内 部 に お い て は 腰

板 、 天 井 の 鋼 板 、 ス タ ッ コ （ 漆 喰 壁 ） を 解 体 し 竣 工 時 の 姿 を 全 く と 言 っ

て い い ほ ど 留 め て い な い 。 （ 鋼 板 は 中 央 玄 関 の み 現 存 し て い る ） 1994年

２ 月 に 奈 良 女 子 大 学 記 念 館 の 改 修 が 行 わ れ た が 、 そ の 改 修 を 行 う に あ た

っ て 、 同 大 学 で は 、 歴 史 的 建 造 物 の 文 化 的 価 値 を 損 な う こ と の な い よ う 、

細 心 の 注 意 を 払 い 設 計 、 施 工 し た 。 各 工 事 に あ た っ て は で き る だ け 当 初

の 建 築 材 料 を 再 利 用 し 、 建 築 材 料 の 取 替 え で は 材 種 、 仕 上 げ を 新 し く す

る と き は 、 形 式 、 工 法 と も 当 初 の 方 法 を 踏 襲 す る よ う に 努 め た 。 ５ ０ 旧

第 四 高 等 中 学 校 や 旧 第 五 高 等 中 学 校 も 竣 工 当 時 の ま ま 保 存 し て い る 。  

尋 源 館 も 改 修 時 は 、 奈 良 女 子 大 学 記 念 館 の よ う に 工 夫 す べ き で あ っ

た だ ろ う 。 尋 源 館 は 、 設 計 者 や 施 工 者 の 真 宗 大 谷 大 学 に 対 す る 「 熱 い 意

思 」 が こ め ら れ て い る 。 そ の 熱 い 意 思 が 形 と な っ て 現 れ て い る の だ 。 そ

れ を 簡 単 に 解 体 す る こ と は 尋 源 館 を 設 計 、 施 工 し た 人 た ち の 意 思 を 簡 単

に 壊 す こ と に な る 。 設 計 者 、 施 工 者 の 意 思 を 尊 重 し た 改 修 が な さ れ る べ

き で あ っ た 。  

尋 源 館 は 、 保 存 の 必 要 性 や 方 法 な ど 、 問 題 の 難 し さ を 改 め て 認 識 さ

せ ら れ る 建 物 で あ る 。  
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おおわわりりにに   
大 谷 大 学 尋 源 館 は 、 「 謎 が 多 い 」 と い う 声 を 私 が 卒 業 論 文 に こ の 尋

源 館 を 選 ぶ 前 か ら 聞 い て い た が 、 実 に 謎 が 多 か っ た 。 特 に 謎 だ っ た の が

「 設 計 者 ・ 施 工 者 」 、 「 塔 」 に 関 し て だ っ た 。 ま ず 、 設 計 者 ・ 施 工 者 に

関 し て だ が 尋 源 館 の 設 計 ・ 施 工 を 担 当 し た の で あ れ ば 、 棟 札 や 設 計 図 に

建 設 会 社 名 や 人 物 名 な ど 詳 細 を 記 す は ず で あ る が 、 棟 札 に は 何 も 書 か れ

て い な い し 、 設 計 図 に も 詳 細 が 記 さ れ て い な い 。 名 前 が 記 さ れ て い る の

は 、 設 計 完 成 図 面 （ 青 写 真 ） 、 1912年 ６ 月 18日 付 の 『 京 都 日 出 新 聞 』 に

掲 載 さ れ た 「 真 宗 大 谷 大 学 本 館 建 面 之 図 」 の 松 任 外 次 郎 の 捺 印 の み で あ

る 。 京 都 大 学 や 奈 良 女 子 大 学 の 校 舎 の 棟 札 、 設 計 図 に は 、 設 計 者 ・ 施 工

者 の 詳 細 が 明 確 に 記 さ れ て い る 。 尋 源 館 の 棟 札 、 設 計 図 と は 全 く 対 照 的

で あ る 。 な ぜ 、 尋 源 館 の 棟 札 、 設 計 図 に 詳 細 が 記 し て い な い の か は 全 く

不 明 で あ る 。  

し か し 、 調 査 結 果 に よ り 、 尋 源 館 の 設 計 者 は 、 数 十 人 と い う 設 計 者

の 中 の 中 心 的 人 物 で あ っ た と さ れ る 松 任 外 次 郎 、 須 藤 勉 、 山 本 八 太 郎 の

三 者 が 担 当 し た と 推 測 で き る 。 な ぜ な ら 、 書 店 に お い て 売 ら れ て い る 数

多 く の 書 籍 ５ １ に お い て 尋 源 館 の 設 計 者 に 須 藤 勉 、 山 本 八 太 郎 と 記 さ れ 、

設 計 完 成 図 面 （ 青 写 真 ） や 『 京 都 日 出 新 聞 』 に 掲 載 さ れ た 「 真 宗 大 谷 大

学 本 館 建 面 之 図 」 に 松 任 外 次 郎 の 捺 印 が あ る か ら だ 。 推 測 に す ぎ な い が

須 藤 、 山 本 が 本 館 の 設 計 を 完 成 さ せ た 後 、 建 築 主 任 で あ っ た 松 任 が 最 終

チ ェ ッ ク を し て 何 ら か の 手 を 加 え 、 捺 印 し た の で あ ろ う 。 な お 、 施 工 者

に 関 し て は 有 力 な 手 が か り を 得 る こ と が で き な か っ た 。  

建 築 主 任 で あ っ た 松 任 は 、 奈 良 女 子 大 学 記 念 館 の 設 計 に も 関 わ っ て

い る こ と が 明 ら か に な っ た 。 設 計 図 に は 、 山 本 治 兵 衛 と 松 任 外 次 郎 の 捺

印 が あ っ た 。 松 任 の 捺 印 は 、 本 館 の 設 計 完 成 図 面 （ 青 写 真 ） や 『 京 都 日
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出 新 聞 』 に 掲 載 さ れ た 「 真 宗 大 谷 大 学 本 館 建 面 之 図 」 に あ る 捺 印 と 全 く

同 じ で あ っ た 。 記 念 館 の 外 観 と 尋 源 館 の 外 観 の 共 通 点 は あ ま り 無 い も の

の 、 棟 上 に 載 っ て い る 塔 は 実 に 酷 似 し て い る 。 両 大 学 の 塔 は 、 松 任 の 意

向 に よ っ て 付 け ら れ た と 考 え ら れ る 。  

も う 一 つ は 尋 源 館 の 塔 の 「 用 途 」 の こ と で あ る 。 塔 は 今 日 に お け る

ま で 、 作 家 の 三 島 由 紀 夫 を は じ め 、 人 々 に 「 鐘 無 き 鐘 楼 」 、 「 時 計 無 き

時 計 塔 」 と 呼 ば れ て き た が 、 そ れ は 誤 り で あ る 。 あ の 塔 は 鐘 や 時 計 を 付

け る た め の 実 用 的 な 塔 で は な く て 、 尋 源 館 に お け る 「 装 飾 」 と し て の 塔

で あ る 。 設 計 段 階 図 面 に お い て 、 装 飾 が 華 美 な 単 な る 塔 と 、 現 状 の 塔 に

時 計 が は め こ ま れ た 図 面 が あ っ た が 、 何 ら か の 理 由 で 頓 挫 し た 結 果 、 現

状 の 塔 と な っ た の で あ る 。 そ の 塔 の 役 割 は 、 推 測 に す ぎ な い が 、 当 時 の

真 宗 大 谷 大 学 の 本 館 の 威 厳 を よ り 一 層 増 す た め や 、 火 が 灯 っ た 「 ラ ン タ

ン 」 を イ メ ー ジ し 「 知 恵 」 、 「 真 理 を 探 究 す る 」 と い う 意 味 が そ の 塔 に

は 込 め ら れ て い る と 考 え ら れ る 。  

私 は 、 重 点 的 に 尋 源 館 の 設 計 者 ・ 施 工 者 、 塔 の 調 査 を 進 め て き た が 、

有 力 な 手 が か り を 得 る こ と が で き ず 、 推 測 が 多 い 。 こ れ か ら の 課 題 と し

て 、 誰 が ど の 校 舎 の 設 計 を し て 、 施 工 会 社 は ど こ で 、 な ぜ 、 後 に 塔 を 追

加 し た の か を 『 宗 報 』 、 『 京 都 日 出 新 聞 』 、 『 中 外 日 報 』 等 の 新 聞 記 事

を 熟 読 し 、 決 定 的 な 証 拠 と な る 情 報 を 得 な け れ ば な ら な い 。 又 、 尋 源 館

の 設 計 ・ 施 工 に 多 少 な り と も 関 わ っ た と さ れ る 京 都 大 学 に 直 接 足 を 運 び 、

建 築 の 先 生 方 に 話 を 聴 い て み る と い う の も ひ と つ の 方 法 で あ る 。  

な お 最 後 に な っ た が 、 私 の 尋 源 館 の 論 文 が 完 成 で き た の は 、 大 谷 大

学 の 先 生 方 、 職 員 の 方 々 、 京 都 大 学 の 職 員 の 方 々 、 雪 山 康 利 さ ん を は じ

め と す る 学 外 の 方 々 の お か げ で あ る 。 こ こ に 改 め て 御 礼 を 申 し 上 げ ま す 。

あ り が と う ご ざ い ま し た 。  
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注注釈釈   
                                                  
１ 木 村 宣 彰 氏 （ 大 谷 大 学 学 長 ） の ご 教 示 に よ る 。  

２ 真 宗 大 谷 大 学 編 纂 ・ 発 行  1913 年 11 月 ９ 日  『 真 宗 大 谷 大 学 一 覧 』

「 真 宗 大 谷 大 学 建 築 一 覧 」 p.145 に も 同 様 の こ と が 記 載 さ れ て い る 。  

３ 兼 修 教 室 の 一 部 は 北 側 に 面 し て い る 。  

４ ル ネ サ ン ス 式 … 煉 瓦 造 り に 多 い 。 左 右 対 称 で 中 央 に 玄 関 を 設 け る 。 両

翼 を 横 に 長 く 伸 ば し 、 さ ら に 伸 び る 場 合 は 折 り 曲 げ る の が 特 徴 で あ る 。  

５ 『 京 都 大 学 百 年 史  写 真 集 』 p.20 か ら 引 用 し た 。  

６ 『 大 谷 大 学 広 報 』 1982 年 10 月 8 日  57-3 号  pp.2-5 か ら 引 用 し た 。  
７ 『 大 谷 大 学 広 報 』 1982 年 10 月 8 日  57-3 号  pp.2-5 か ら 引 用 し た 。  

８ 『 大 谷 大 学 百 年 史 』 pp.242-244 か ら 引 用 し た 。  

９ 『 大 谷 大 学 百 年 史 』 pp.248-249 か ら 引 用 し た 。  

１ ０ 真 宗 高 倉 大 学 寮 は 1907 年 2 月 21 日 に 真 宗 高 倉 大 学 寮 条 例 を 廃 止 し 、

「 高 倉 大 学 寮 」 条 例 を 定 め た 。 よ っ て 学 寮 名 も 高 倉 大 学 寮 に 改 称 し た 。  

１ １ 『 大 谷 大 学 百 年 史 』 pp.250-251 か ら 引 用 し た 。  

１ ２ 『 大 谷 大 学 百 年 史 』 pp.253-254 か ら 引 用 、 参 考 に し た 。  

１ ３ 『 大 谷 大 学 百 年 史 』 p.252 を 参 考 に し た 。  

１ ４ 『 大 谷 大 学 百 年 史 』 p.262 を 参 考 に し た 。  

１ ５ 『 大 谷 大 学 百 年 史 』 p.265-266 か ら 引 用 し た 。  

１ ６ ＜ 龍 谷 大 学 の 歴 史 ＞  

1639 年  西 本 願 寺 学 寮 と し て 創 立  

1879 年  大 教 校 落 成 （ 現 ・ 大 宮 学 舎 本 館 ・ 南 黌 ・ 北 黌 ・ 正 門 ）  

1900 年   学 制 を 更 改 し 、 仏 教 大 学 ・ 仏 教 高 等 中 学 ・ 仏 教 中 学 の ３ 種 と

す る  
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1902 年  仏 教 大 学 を 仏 教 専 門 大 学 （ 京 都 ） と 高 輪 仏 教 大 学 （ 東 京 ） と

に 分 立  

1904 年  両 大 学 を 仏 教 大 学 （ 京 都 ） に 統 合  

1905 年  専 門 学 校 令 に よ り 「 仏 教 大 学 」 が 認 可 さ れ る  

http://www.ryukoku.ac.jp/university/rekishi/index.html 

「 龍 谷 大 学 」 よ り 。  

１ ７ 村 松 法 文 氏 （ 大 谷 大 学 教 授 ） の ご 教 示 に よ る 。  

１ ８ 『 真 宗 総 合 研 究 所 研 究 紀 要 14 1996』 p.9 か ら 引 用 し た 。  

１ ９ 雪 山 康 利 氏 （ 大 谷 大 学 卒 業 生  現 在 、 真 宗 大 谷 派 寺 住 職 ・ 桃 嶺 保 育 園

園 長 ） の ご 教 示 に よ る 。  

２ ０ 間 （ け ん ） … 長 さ の 単 位 の こ と で あ る 。 １ 間 は ６ 尺 （ 約 1.818 メ ー

ト ル ） 。  

２ １ 『 キ ャ ン パ ス メ モ ラ ン ダ ム 』 p.146 か ら 引 用 し た 。  

２ ２ 『 大 谷 大 学 百 年 史 』 p.267 を 参 考 に し た 。  

２ ３ 『 キ ャ ン パ ス メ モ ラ ン ダ ム 』 p.149 か ら 引 用 し た 。  

２ ４ 『 西 洋 館 を 楽 し む 』 p.36 か ら 引 用 し た 。  

２ ５ 寄 棟 造 … 屋 根 の 形 式 の 一 。 四 つ の 流 れ を 組 み 合 わ せ た 屋 根 。 （ 『 広

辞 苑 』 か ら 引 用 し た ）  

２ ６ ダ ッ チ ・ ゲ ー ブ ル … オ ラ ン ダ 式 切 妻 壁 の こ と 。 （ 『 京 都 の 赤 レ ン ガ

― 近 代 化 の 遺 産 ― 』 p.115 か ら 引 用 し た ） 平 安 女 学 院 明 治 館 も 採 用 し て

い る 。  

２ ７ 『 歴 史 を 語 る 産 業 遺 産 ・ 近 代 建 築 物 ― 京 都 の 近 代 化 遺 産 ― 』 p.165

か ら 一 部 引 用 し た 。  

２ ８ 山 口 半 六 、 久 留 正 道 が 設 計 し た 旧 第 五 高 等 中 学 校 （ 熊 本 県 ） で は 、
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熊 本 県 の 夏 の 暑 い 日 差 し か ら 避 け る た め 、 教 室 は 北 側 に 配 置 し 、 北 側 に

多 く 窓 を と り 安 定 し た 光 が 教 室 内 に あ た る よ う に し て い る 。 南 側 は 、 廊

下 を 配 置 し 、 北 側 の 窓 よ り も 南 側 の 窓 は 少 な く し て い る 。  

h t tp : / /www.pre f .kumamoto . jp / educat ion /h inokuni / i san /k inda ika isan /

kumadai / kumadai . h tml「 熊 本 大 学 関 連 施 設 」 よ り 。  

２ ９ 『 京 都 の 赤 レ ン ガ ― 近 代 化 の 遺 産 ― 』 p.149 か ら 引 用 し た 。  

３ ０ 木 場 明 志 氏 （ 大 谷 大 学 教 授 ） の ご 教 示 に よ る 。  

３ １ 他 に 、 本 館 樋 金 物 等 現 寸 図 、 本 館 各 入 口 及 玄 関 詳 細 図 、 真 宗 大 谷 大

学 本 館 左 右 階 段 之 図 、 真 宗 大 谷 大 学 建 築 階 上 平 面 図 、 真 宗 大 谷 大 学 本 館

図 、 真 宗 大 谷 大 学 表 門 及 敷 地 前 側 鉄 柵 之 図 、 真 宗 大 谷 大 学 本 館 天 井 伏 之

図 、 真 宗 大 谷 大 学 本 館 基 礎 及 床 配 置 図 、 真 宗 大 谷 大 学 所 属 尋 源 橋 之 図 、

貴 賓 室 閲 覧 室 事 務 室 面 図 の 設 計 完 成 図 面 （ 青 写 真 ） に も 松 任 外 次 郎 の み

の 捺 印 が あ る 。  

３ ２ 『 京 都 大 学 建 築 八 十 年 の あ ゆ み  ― 京 都 大 学 歴 史 的 建 造 物 調 査 報 告

― 』 p.31 か ら 引 用 し た 。  

３ ３ コ リ ン ト 式 … ギ リ シ ャ 古 典 主 義 三 様 式 の 一 つ 。 古 代 の コ リ ン ト か ら

起 こ っ た も の で 、 他 の ニ 様 式 （ イ オ ニ ア 式 ・ ド リ ス 式 ） よ り も 後 れ て 成

立 。 ロ ー マ ・ ル ネ サ ン ス 以 降 の 建 築 に も 用 い る 。 ア カ サ ン ス の 葉 を 飾 っ

た 華 麗 な 柱 頭 が 特 色 で あ る 。 （ 『 広 辞 苑 』 か ら 引 用 し た ）  

３ ４  大 谷 大 学 同 窓 会 無 盡 灯  無 盡 灯 ギ ャ ラ リ ー  No.116 2001 年 12 月  

「 尋 源 」 h t t p : / /www.mu j i n t o - o t an i . o rg /か ら 引 用 し た 。  

３ ５ 本 館 に 酷 似 し て い る 塔 は 、 奈 良 女 子 大 学 記 念 館 以 外 に 、 司 法 省 庁 舎

（ 法 務 省 旧 本 館 ） 1895 年 竣 工 、 旧 満 州 の 奉 天 小 学 校  1908 年 竣 工 、 長 春

小 学 校  1908 年 竣 工 、 撫 順 小 学 校  1908 年 竣 工 が あ る 。 こ れ ら の 建 築 物
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の 塔 は 本 館 の 塔 と 酷 似 し 、 鐘 や 時 計 は 付 い て い な い 。 又 、 竣 工 年 も ほ ぼ

同 時 期 で あ り 、 外 壁 に は 煉 瓦 を 用 い て い る 。 こ の よ う な 建 築 意 匠 は 、 当

時 の 流 行 で あ っ た の か も し れ な い 。  

３ ６ Lantan （ ラ ン タ ン ） … ち ょ う ち ん 、 角 灯 の こ と で あ る 。 （ 『 広 辞

苑 』 か ら 引 用 し た ） 滋 賀 県 の 旧 水 口 図 書 館 （ ヴ ォ ー リ ズ 設 計  1928 年 竣

工 ） に も 屋 上 に ラ ン タ ン が あ る 。 た だ し 、 実 用 的 で は な い 。  

３ ７ 木 場 明 志 氏 （ 大 谷 大 学 教 授 ） や 雪 山 康 利 氏 ら の 意 見 。  

３ ８ 木 村 宣 彰 氏 （ 大 谷 大 学 学 長 ） 、 村 松 法 文 氏 （ 大 谷 大 学 教 授 ） の ご 教

示 に よ る 。  

３ ９ 『 大 谷 大 学 百 年 史 』 p.172 か ら 引 用 し た 。  

４ ０ 『 無 盡 灯 』 1977 年 7 月 （ No.68） p.3 か ら 引 用 し た 。  

４ １ 『 無 盡 灯 』 1981 年 2 月 （ No.75） p.3 か ら 引 用 し た 。  

４ ２ 『 大 谷 大 学 通 信 ６ 』 昭 和 52 年 12 月 １ 日 か ら 引 用 し た 。  

４ ３ 雪 山 康 利 氏 （ 大 谷 大 学 卒 業 生 ） の ご 教 示 に よ る 。  

４ ４ 雪 山 康 利 氏 （ 大 谷 大 学 卒 業 生 ） の ご 教 示 に よ る 。  

４ ５ 『 無 盡 灯 』 1981 年 2 月 （ No.75） p.4 か ら 引 用 し た 。  

４ ６ 消 防 法 に よ る も の と 考 え ら れ る 。  

４ ７ 『 歴 史 を 語 る 産 業 遺 産 ・ 近 代 建 築 物  ― 京 都 の 近 代 化 遺 産 ― 』 p.165

か ら 引 用 。  

４ ８ 『 大 谷 大 学 広 報 』 （ 57-2 号 ） か ら 引 用 し た 。  

４ ９ 破 風 （ は ふ ） … 日 本 建 築 で 、 屋 根 の 切 妻 に つ い て い る 合 掌 形 の 装 飾

板 。 ま た 、 そ れ の つ い て い る 所 。 （ 『 広 辞 苑 』 か ら 引 用 し た ）  

５ ０  h t tp : / /ko to .nara -wu.ac . jp /k inenkan /奈 良 女 子 大 学 記 念 館 「 改 修 工

事 概 要 」 か ら 引 用 し た 。  
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５ １  『 新 版  日 本 近 代 建 築 総 覧 』 、 『 歴 史 を 語 る 産 業 遺 産 ・ 近 代 建 築 物

― 京 都 の 近 代 化 遺 産 ― 』 『 京 都 の 赤 レ ン ガ ― 近 代 化 の 遺 産 ― 』 な ど 。  
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資資料料出出典典一一覧覧   
＜ 資 料 １ － １ ＞ 『 真 宗 大 谷 大 学 要 覧 』 1913 年 。  

＜ 資 料 １ － ２ ＞ 『 無 盡 灯 』 （ 第 ６ 巻  第 10 号 ） 。  

＜ 資 料 ２ ＞ 『 京 都 大 学 百 年 史  写 真 集 』 p.20。  

＜ 資 料 ３ ＞ 『 真 宗 大 谷 大 学 要 覧 』 1913 年 。  

＜ 資 料 ４ ＞ 大 谷 大 学 企 画 課 、 稲 垣 淳 造 氏 所 蔵 。  

＜ 資 料 ５ ＞ 大 谷 大 学 企 画 課 、 稲 垣 淳 造 氏 所 蔵 。  

＜ 資 料 ６ ＞  

h t tp : / /kyo to -np . jp /kp /koto /kodawar i /ha ikara /ha ikara31 .html  

Kyoto  Sh inbun「 こ だ わ り 拾 撰 ・ 洋 館 浪 漫 」 よ り 。  

＜ 資 料 ７ ＞ 上 の 写 真 ； 大 谷 大 学 企 画 課 、 稲 垣 淳 造 氏 所 蔵 。  

     下 の 写 真 ； 私 が 撮 影 し た 。  

＜ 資 料 ８ ＞  

旧 第 三 高 等 中 学 校 物 理 学 実 験 場 ；  

http: / /sano567.web. infoseek.co. jp/KYOUTORETORO/jidaijyun/j idaijyun.html  

「 京 都 レ ト ロ ： 建 築 年 代 順 」 よ り 。  

旧 第 四 高 等 中 学 校 本 館 ；  

http://www.nanaoarchive.com/shashindemirunanaonorekishikennaikakuchi.htm 

「 写 真 で 見 る 七 尾 の 歴 史 〈 県 内 各 地 〉 」 よ り 。  

旧 第 五 高 等 中 学 校 本 館 ；  

h t tp : / /neko .koyama.mond . jp / ?month=200707  

「 吾 輩 は 猫 で あ る 200707」 よ り 。  

＜ 資 料 ９ ＞ 京 都 大 学 文 書 館 所 蔵  許 可 を い た だ き 私 が 撮 影 し た 。  
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＜ 資 料 １ ０ ＞ 大 谷 大 学 真 宗 総 合 研 究 所 所 蔵 。  

＜ 資 料 １ １ ＞ 大 谷 大 学 真 宗 総 合 研 究 所 所 蔵 。  

＜ 資 料 １ ２ ＞ 大 谷 大 学 総 務 課 に 許 可 を と り 私 が 撮 影 し た 。  

＜ 資 料 １ ３ ＞ 『 京 都 日 出 新 聞 』 1912 年 。  

＜ 資 料 １ ４ ＞ 奈 良 女 子 大 学 所 蔵 。  

＜ 資 料 １ ５ ＞ 奈 良 女 子 大 学 総 務 課 に 許 可 を と り 私 が 撮 影 し た 。  

＜ 資 料 １ ６ ＞ 『 京 都 大 学 建 築 八 十 年 の あ ゆ み  ― 京 都 大 学 歴 史 的 建 造 物

調 査 報 告 ― 』 p.31。  

＜ 資 料 １ ７ ＞ 大 谷 大 学 図 書 館 所 蔵 。  

＜ 資 料 １ ８ ＞ 大 谷 大 学 真 宗 総 合 研 究 所 所 蔵 。  

＜ 資 料 １ ９ ＞ 大 谷 大 学 真 宗 総 合 研 究 所 所 蔵 。  

＜ 資 料 ２ ０ ＞ 大 谷 大 学 真 宗 総 合 研 究 所 所 蔵 。  

＜ 資 料 ２ １ ＞ 大 谷 大 学 総 務 課 所 蔵 。  

＜ 資 料 ２ ２ ＞ 大 谷 大 学 総 務 課 に 許 可 を と り 私 が 撮 影 し た 。  

＜ 資 料 ２ ３ ＞ 大 谷 大 学 図 書 館 に 許 可 を と り 私 が 撮 影 し た 。  

＜ 資 料 ２ ４ ＞ 大 谷 大 学 企 画 課  稲 垣 淳 造 氏 所 蔵 。  
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引引用用・・参参考考文文献献一一覧覧  

  

■ （ 不 明 ）  1901 年 『 無 盡 灯 』 （ 第 6 巻  第 10 号 ） （ 不 明 ） 。   

■ 舟 橋 水 哉 編  1913 年 『 無 盡 灯 』 （ 第 18 巻  第 ４ 号 ） 尋 源 会 雑 誌 部 。  

■ 真 宗 大 谷 大 学 編  1913 年 『 真 宗 大 谷 大 学 一 覧 』 真 宗 大 谷 大 学 。  

■ 京 都 大 学 広 報 委 員 会 編  1977 年 『 京 都 大 学 建 築 八 十 年 の あ ゆ み  ― 京

都 大 学 歴 史 的 建 造 物 調 査 報 告 ― 』 。  

■ 事 務 局 長  加 来 玄 雄 編  1977 年 『 大 谷 大 学 通 信 ６ 』 大 谷 大 学 。  

■無盡灯編集委員会編 1977 年『無盡灯』（No.68）大谷大学同窓会本部。 

■無盡灯編集委員会編 1981 年『無盡灯』（No.75）大谷大学同窓会本部。 

■無盡灯編集委員会編 1981 年『無盡灯』（No.76）大谷大学同窓会本部。 

■大谷大学広報編集委員会編 1985 年『キャンパス メモランダム』大谷大学。 

■大谷大学広報委員会編  1982 年『大谷大学広報』（ 57-2 号）大谷大学。 

■大谷大学広報委員会編  1982 年『大谷大学広報』（ 57-3 号）大谷大学。 

■ 大 谷 大 学 広 報 編 集 委 員 会 編  2000 年 『 大 谷 大 学 広 報 』 （ NO.142 秋 ） 大

谷 大 学 企 画 室 。  

■ 大 谷 大 学 広 報 編 集 委 員 会 編  2007 年 『 大 谷 大 学 広 報 』 （ NO.171 春 ） 大

谷 大 学 企 画 室 。  

■ 大 谷 大 学 編  1996 年 『 真 宗 総 合 研 究 所 研 究 紀 要 14 1996』 大 谷 大 学 。  

■ 前 久 夫 ・ 日 向 進 編  1997 年 『 京 都 の 赤 レ ン ガ  ― 近 代 化 の 遺 産 ― 』 京

都 新 聞 社 。  

■ 京 都 大 学 編 集 委 員 会 編  1998 年 『 京 都 大 学 百 年 史  写 真 集 』 「 京 都 大

学 百 年 史 写 真 集 」 頒 布 事 務 局 。  
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■ 大 谷 大 学 百 年 史 編 集 委 員 会 編  2001 年 『 大 谷 大 学 百 年 史 』 大 谷 大 学 。  

■ 川 上 貢 監 修  2007 年 『 歴 史 を 語 る 産 業 遺 産 ・ 近 代 建 築 物  ― 京 都 の 近

代 化 遺 産 ― 』 淡 交 社 。  

■ 増 田 彰 久 著  2007 年 『 西 洋 館 を 楽 し む 』 筑 摩 書 房 。  

 

 

 

 

 

 


